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１．はじめに 

ご挨拶 

高知大学の国際化の発展をめざして 

                            国際連携推進センター 

センター長 菊地るみ子 

 

平成27年度は、高知大学の第２期中期目標期間の最終年度です。国際連携推進センターは

スタートしてから２年が経過し、朝倉キャンパス東側に建物が整備でき、教職員・自治体等

の関係者が一堂に会することができるようになりました。国際交流スペースを新設して、月

１回の連絡会やカルチャーカフェなど教職員・学生の交流の場として活用しています。皆様、

どうか国際連携推進センターを一度お訪ね下さい。 

７月には「地域から世界へ、世界から地域へ、グローカルな双方向の国際連携を目指す」

というスローガンを掲げ、高知大学国際戦略が制定されました（第242回役員会で審議・承

認）。 

「高知大学は、人と環境が調和のとれた持続可能な社会を志向し、南四国や黒潮流域圏の地

域特性に根ざした先導的、独創的、国際的な教育研究を推進する。その成果を世界に発信し

世界の動きを地域に反映させるグローカルな循環型の国際交流を展開し、地域社会や国際社

会の健全な発展に貢献できる人材を育成する。」ことを謳い、「①グローカルな人材育成を

目指し、双方向の国際交流を推進する」「②地域資源を活用した国際協力にチャレンジし、

地域の国際化に貢献する」「③国際交流推進のための環境を整備する」取り組みを進めます。 

今年度の活動は、この高知大学国際戦略に基づき、教職員一致協力して取り組んできまし

た。４月にはAMDAグループと高知大学の連携協定に調印しました。大学間協定は、６月にア

メリカ合衆国のロードアイランド大学、９月にアフリカ初のガーナ大学、12月にノルウェー

初のヘッドマーク大学と締結しました。８月には、国際連携推進センター主催の高知体験型

短期プログラムを企画・実施して、中国・韓国から学生19人・教員１人に参加していただき

ました。８月から９月にかけてはJICAの課題別研修２コースを、平成26年度に引き続き実施

しました。また各国の文化理解を促進するために、カルチャーカフェを定例化し、7月（ス

ウェーデン）、10月（ブルガリア）、11月（アルゼンチン）、12月（ロシア・ウクライナ）、

1月（イラン）の計５回実施して留学生との交流を深めることができました。10月には、モ

ンゴルの進学説明会に初参加しましたが、大盛況でした。11月には、高知大学ホームカミン

グデーに帰国留学生ネットワークの会長（中国・タイ・北欧）を招聘して講演会を開催しま

し た 。 同 じ く 11月 に 高 知 大 学 国 際 連 携 推 進 セ ン タ ー (Center for International 

Collaboration）のフェイスブックを開設して、情報発信にも力を注いでいます。 

日本人学生の海外派遣にも力を入れて取り組み、文部科学省の「トビタテ！留学JAPAN」

日本代表プログラムに、第３期と第４期に各１人（人文学部と農学部学生）の採択者を出す

ことができました。また、日本政府が推進する対日理解促進交流プログラムKAKEHASHIプロ
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ジェクトにも応募し、全学からの応募学生63人の中から13人を選抜し、引率教員１人ととも

にアメリカ合衆国シアトル市に派遣することができました。２月から３月にかけて国際連携

推進センター主催のグローバルコミュニケーション海外研修をオーストラリアで実施し、６

人の学生が参加しました。 

ここに、高知大学国際連携推進センターにおける平成27年度の活動状況をご報告し、皆様

方の新たなご支援、ご協力をお願い申し上げて、ご挨拶とさせていただきます。 
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２．組織・スタッフ（組織図、スタッフ紹介） 
（１）組織図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）スタッフ紹介 

国際連携推進センター長・副学長（国際連携担当）・教育学部教授     菊地 るみ子 
副センター長・教育学部教授                      谷口 雅基 
 
[国際プロジェクト部門] 
国際プロジェクト部門長・特任教授（国際連携コーディネーター）     新納 宏 
国際連携プロジェクト部門専任教員（助教）          GARCIA DEL SAZ EVA 
 
[国際連携教育部門] 
国際連携教育部門長・専任教員（教授）                  林 翠芳 
国際連携教育部門専任教員（准教授）                  神崎 道太郎 
国際連携教育部門専任教員（准教授）                  大塚 薫 
 
[研究国際部国際交流課] 
国際交流課長                                                        永野 秀美 
国際交流課長補佐/兼国際連携係長                                      横山 修 
 
[国際企画係] 
国際企画係長                                                        山本 禎司 
国際企画係員                                                        三宮 幸子 
 
[国際連携係] 
国際連携主任                                                       門脇 英雄 

国際連携主任                                                        岡本 依里 
国際連携係員                                                        岩郷 晴美 

国際連携推進センター組織体制（2015.10.1）

理事（総務・国際担当）

国際連携推進 
センター長 

副センター長 

国際プロジェクト部門長 

国際連携教育部門長 

国際連携特任教授 

中国語センター 

安徽大学日本語教育センター 

加藤 勉  

遠藤 尚 
梶芳 浩二 

小林 道也 
市榮 智明 
大槻 知史 
堀  美菜  

柴田 雄介

部門教員 

部門教員 

研究国際部長 

国際交流課長 

課長補佐 

国際企画係 

国際連携係 

櫻井 克年 

菊地 るみ子 

谷口 雅基 

林 翠芳（統括管理者） 

新納 宏 ※ 

林 翠芳 ※ 

新納 宏 ※ 

Eva Garcia del Saz ※

神崎 道太郎 ※ 
大塚 薫 ※ 

兼務教員 

平井 敏彦 

永野 秀美 

横山 修 

山本禎司 三宮幸子（派）

横山修（兼） 門脇英雄 
岡本依里 岩郷晴美（非）

※は、センター専任を示す。 

神崎 道太郎 2014.9.1~2015.7.31 



6 
 

３．活動状況 

３―１国際交流 

（１）講演会（FD、SD研修会など） 

①講演会&ワークショップ「ソーシャルメディアと日本語教育」を開催 

日時：平成27年６月20日 

概要：国際連携推進センター主催の講演会及びワ

ークショップが開催されました。高知大学教職員、

日本人学生、留学生のほか、県内からも多くの方

に出席していただき、合計55名の参加となりまし

た。 

講師には、神戸大学留学生センター教授リチャ

ード・ハリソン氏をお招きし、「ソーシャルメデ

ィアと日本語教育」という演題で、インターネット上で展開されている情報メディアを活

用した日本語教育の動向や特性、学習のための実際の応用例を紹介していただきました。 

また、ワークショップでは、実際に使われているソーシャルメディアの例を体験し、日

本語教育の現場における課題について議論しました。 

 参加した方々からは「日本語教育の新たな視点について示唆をいただいて非常に参考に

なった」、「ソーシャルメディアは若者の間で流行っており、よく使われているので良い

効果が期待できる」などの感想がありました。 

 

②「異文化理解コミュニケーション：講演・シンポジウム」を開催 

日時：平成27年７月１日 

概要：国際連携推進センター主催の「異文化理解コミュニケーション：講演・シンポジウ

ム」を開催しました。教職員、日本人学生、留学生のほか、本学のサマープログラムに参

加中のロードアイランド大学（アメリカ）やマレーシアプトラ大学（マレーシア）等から

の学生にも出席していただき、合計60名が参加しました。 

第１部の講演会では、講師にチェンマイ大学（タイ）サリネー アンタラセナ博士が「こ
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とわざに見るタイと日本の文化比較」という演題で、20個のことわざの意味や文化を歴史

的背景を交えながら紹介していただきました。 

第２部では、本学のサマープログラムに参加中のロードアイランド大学及びマレーシア

プトラ大学からの学生による大学紹介、本学の学生によるイエーテボリ大学での留学報告

が行われました。 

参加した学生などからは「各国の学生のライフスタイルが分かった」、「各国の生活の

比較など、他の一般学生にも聞かせると良い。」などの感想がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③国際連携推進センター主催 講演会（SD研修）を実施 

日時：平成27年12月15日 

概要：国際連携推進センター主催講演会（ＳＤ研修）

として、ロンドン大学の名誉講師で映画俳優の発音

矯正も担当されているジェフ・リンズィー博士を講

師に、「Practical Training for Achieving a High 

Score in IELTS, TOEFL and TOEIC Listening and 

Speaking 」（IELTS, TOEFL, TOEICリスニングとス

ピーキング日本人の弱点克服のポイント）と題して

開催しました。 

今回の講演会は、IELTS、TOEFL、TOEICなど英語の資格試験を目指す上で日本人が苦手

とするリスニングとスピーキングの克服のためのポイントなどについて、学生に理解を深

めてもらうことや教職員の職務上の能力向上、英語に興味を持つ地域の一般の方々への学
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習意欲の向上を目的として行われたもので、学生

や教職員、高校生、一般の英語学習者など78名が

参加しました。 

 講演会は、全て英語で行われ、コーディネータ

ーの土佐さきがけプログラムの柴田特任講師から、

IELTSやTOEICなどの資格試験の際の日本語と英語

の音節の違いを理解することの説明が行われ、そ

の後、ジェフ・リンズィー博士から、映画「ピン

クパンサー」のテーマソングなどに合わせた発音練

習や、発音の強弱、日本人が苦手な発音の発声方法

など、参加者に発声練習してもらい、正確な発音を

正しく聞いて話すための方法を楽しく説明してい

ただきました。 

 参加者からは、「これから学習していく上で心掛

けていきたい。モチベーションがあがった」などの

感想がありました。 
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（２）学長表敬訪問等（年間複数、調印式など） 

①ＡＭＤＡグループとの連携協定調印式 

日時：平成27年４月14日 

概要：朝倉キャンパス本部管理棟において、本学とＡＭＤＡグループとの連携協力に関す

る協定調印が脇口宏学長及び菅波茂ＡＭＤＡグループ代表により行われました。 

本学とＡＭＤＡグループとは、これまでも医学部と特定非営利法人ＡＭＤＡが2009年に

連携協定を結び、医学部生がＡＭＤＡの行っているネパール事業の現地見学を行うなど協

力関係にありました。 

今回の包括的な連携協定の締結により、学部授業科目におけるＡＭＤＡ関係者による講

義や、本学がＪＩＣＡから受託している課題別研修「総合防災行政（Ｂ）」への講師招へ

い等、さらなる協力関係が進むことが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

②タンジュンプラ大学（インドネシア）の学長表敬訪問 

日時：平成27年５月15日 

概要：インドネシアのタンジュンプラ大学の教員５名および学生21名が脇口学長を表敬訪

問し、関係者と会談しました。 

脇口学長から歓迎の言葉が述べられたあと、自己紹介の際には、来日前にインドネシア

で学んできた日本語を学生が披露するなど日本への関心の高さがうかがえたほか、本学で

学ぶ土佐さきがけプログラム４年生のインドネシア出身留学生1名が母国語による通訳を

担当し、和やかな会談となりました。 

今回の訪問は、「SCENE 2015 Science, Engineering and Culture Exhibition」による
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交流プログラムのもので、５日間の高知滞在期間中に、本学の施設見学や学生、研究者と

の交流をはじめ、高知県内の企業見学等が行われました。 

 

③ガーナ大学オウス教授（本学卒業生）の表敬訪問 

日時：平成27年６月８日 

概要：ガーナ大学副学長で、本学大学院農学研究

科の修了生のオウス教授（Prof. Ebenezer Oduro 

Owusu）が、今後の交流に向けた協議のため、民間

の交流支援団体（高知ミナポート会、ガーナよさ

こい支援会）と共に、本学を表敬訪問し、国際連

携推進センター菊地センター長らと会談しました。 

ガーナ大学は、1948年に設立された国立大学で、

ガーナで最も古く最大の大学であり、基礎・応用科学部（自然科学・農学・科学技術等含

む）、健康科学部（医学、公衆衛生学、看護学等を含む）、社会学部、教育学部からなる

学生数42,000人の総合大学。 

会談では、オウス教授から、学生交流や研究者交流、共同研究への期待が述べられ、本 

学とガーナ大学の今後の交流に関して、早急に計

画を進めていきたいとの意向が示されました。 

本学では、毎年、アフリカの留学生を受入れて

おり、新たにアフリカ大陸の大学と協定を締結す

ることになれば、共同研究や学生交流の発展、ア

フリカでの帰国留学生のネットワーク設立によ

るグローカルな国際連携が期待されます。 

 

④SUIJI国内サービスラーニングプログラム参加学生の学長表敬訪問 

日時：平成27年９月３日 

概要：SUIJI国内サービスラーニングプログラム

(８月19日～９月６日)の高知県内３サイト（柏島、

安田、室戸）でフィールドワークに参加中の学生

（インドネシア14名、日本側27名）が脇口学長を

表敬訪問し、活動報告を行いました。 

SUIJI(Six-University Initiative Japan 

Indonesia)とは、2011年に創設したインドネシア

３大学（ガジャマダ大学、ボゴール農業大学、ハ

サヌディン大学）、四国３大学（愛媛大学、香川大学、高知大学）の６大学のコンソーシ
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アムであり、熱帯地域における農業発展に関する教育研究を協働ですすめることを目指す

もので、高知大学では、今回３回目のSUIJI国内サービスラーニングを実施しました。 

脇口学長から、「高知県の西部、中央部、東部の地域それぞれが育んできた文化に大き

な差がありますので、是非ともお互いの情報交換を深めて、同じ県内でも地域の文化の違

いや、価値観などの差を感じとって頂きたい。」とのメッセージが送られました。 

学生は、高知県の西にある大月町柏島から、安田町の小川集落を挟んで、東の室戸市佐

喜浜地区の３つのサイトに分かれて、９月１日まで地域を学びの場として活動を行いまし

た。各サイトの学生代表者が、地域での交流活動（柏島：インドネシアフェスティバル、

写真展、水源地整備など、安田：英語版及び日本語版ブックレット・マップ作成など、室

戸：土佐備長炭体験、インドネシア料理など）や

課題などについて発表を行いました。 

最後に脇口学長から、「世界のどこにいてもそ

の地域を活性化することで、人類社会の維持・発

展が可能となるよう、若いエネルギーと学ぶ意欲

によりコミュニケーション力を高め、それを実現

していただきたい」との励ましがありました。 

 

⑤安徽大学訪問団による学長表敬訪問 

日時：平成27年９月24日 

概要：安徽大学から歴史学系 周教授、文学院 楊教授、徽学研究センター劉教授、外語教

学部 程講師の４名が脇口学長を表敬訪問しました。 

本学朝倉キャンパスで開催された「人文社会科学系国際学術シンポジウム「異文化理解

に関する日中学術論壇」のために来日したもので、学長表敬訪問では、安徽大学の紹介、

シンポジウムでの歴史学や漢語教育、英語、日本語教育の各分野に関する研究発表の説明

及び意見交換が行われました。 

本学と安徽大学は、学術・学生交流を積極的に推進しており、毎年、留学生の受入や派

遣、教員の相互交流を行っています。安徽大学からは、「多くの高知大学生が安徽大学へ

留学されるよう願っています」との期待を込めたメッセージがありました。 
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⑥さくらサイエンスプランによる安徽省３大学訪問団の来学 

日時：平成27年９月29日 

概要：中国安徽省の３大学（安徽大学、安徽

中医薬大学、安徽中澳科技職業学院）から学

生13名及び引率教員３名の計16名が高知大

学を訪問しました。 

この訪問は、（公財）高知県国際交流協会

が受入機関となって実施した国立研究開発

法人科学技術振興機構（JST）の招聘事業で

ある「さくらサイエンスプラン」の交流活動の一つで、一行は９月27日(日)から10月３日

(土)にかけて、高知県内の高等教育機関との交流活動及び県内企業の見学等が行われたも

の。 

本学の施設見学では、物部キャンパスにおいて、農学部附属農場の農業ハウス、海洋コ

ア総合研究センターの研究施設など、また、岡豊キャンパスにおいて、医学部附属病院の

ヘリポート、地下免震装置、発電機室などの見学が行われました。さらに、朝倉キャンパ

スにおいては、本学に在籍する外国人留学生や海外留学を希望する日本人学生との交流、

理学部サイエンスギャラリー見学などの見学が実施されました。 

参加した安徽大学の引率教員から菊地副学長に対して、お礼とともに「今後、安徽省３

大学と高知大学が、更なる友好関係が築けることを期待したい。」との挨拶がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦SUIJI-JDP-Ms学生の国際連携推進センター長表敬訪問 

日時：平成27年10月２日 

概要：インドネシアからのSUIJI-JDP-Msプログラ

ム学生12名が、菊地国際連携推進センター長を表

敬訪問しました。 

これは、インドネシア３大学（ガジャマダ大学、

ボゴール農業大学、ハサヌディン大学）から愛媛

大学、香川大学、高知大学で学んでいる大学院生



13 
 

が本学実施の共同授業（10月2日～10月4日）

に参加したもの。 

参加学生から、日本語を交えた専門分野の

自己紹介が行われた後、菊地国際連携推進セ

ンター長から、「食料安全保障と地域貢献、

コミュニティサービスという視点で、どのよ

うに農業、漁業が行なわれているのか、ぜひ

とも現場に足を運ばれ、ご自身の目でしっか

りと見て、学んできていただきたい。」とのメッセージが送られました。 

共同授業では、高知県立牧野植物園での熱帯植物の観察、スーパーマーケットなど地域協

働による農産物生産から販売までの現場の視察、高知県東部にある室戸ジオパークや地域

資源を活かした産業の見学が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧さくらサイエンスプラン(黒潮圏総合科学専攻)による学長表敬訪問 

日時：平成27年10月13日 

概要：科学技術振興機構（JST）の国際交流支

援事業「日本･アジア青少年サイエンス交流事

業」（さくらサイエンスプラン）により招聘

したフィリピン、マレーシア、台湾からの研

究者、大学院生など10名が脇口学長を表敬訪

問しました。 

本学の大学院総合人間自然科学研究科黒潮

圏総合科学専攻が、さくらサイエンスプランの採択を受けて、10月12日(月)から10月19日

(月)にかけて招聘したもので、「黒潮圏の持続型社会形成を目指す人材育成」のコンセプ

トを紹介するとともに、土佐湾沿岸の各種生物相の解析、 海洋環境の象徴的生物である

造礁サンゴの新たな分類手法の開発、海底鉱物・エネルギー資源の探索手法の開発といっ

た本学が誇る最先端の海洋研究の現場を観察するとともに、体験実習を通じて海洋科学技

術への関心をより一層深めてもらうことを目的とするものです。 
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表敬訪問では、脇口学長から、「黒潮流域圏のフィリピンと台湾の海に関わる研究者の

皆さんをお迎えし、高知大学が実践している最先端の研究に触れて頂くことは、私たちに

とりまして大いなる喜びであり、誇りでもあります。これを機会に、一人でも多くの学生

さんが高知大学に留学して頂くきっかけになることを期待し、また今後の共同研究の推進

を期待します。」とのメッセージが送られました。 

※科学技術振興機構（JST）「さくらサイエンスプラン」とは、産学官の緊密な連携により、優秀な

アジアの青少年が日本を短期に訪問し、未来を担うアジアと日本の青少年が科学技術の分野で交流

を深めることを目指します。そしてアジアの青

少年の日本の最先端の科学技術への関心を高

め、日本の大学・研究機関や企業が必要とする

海外からの優秀な人材の育成を進め、もってア

ジアと日本の科学技術の発展に貢献すること

を目的としています。（さくらサイエンスプラ

ンのホームページから引用） 

 

⑨スリウィジャヤ大学教育学部長等による学長表敬訪問 

日時：平成27年10月19日 

概要：インドネシアのスリウィジャヤ大学教

育学部長Sofendi教授をはじめ６名の教育学

部教員が脇口学長を表敬訪問しました。 

今回のスリウィジャヤ大学の訪問は、両大学

の教育学部の中等社会科教員養成及び小学校

教員養成に関する共同研究の一環として、カ

リキュラムについての文献調査、本学の授業

観察及び授業担当教員への面談実施による授業方法調査、アンケートによる意識調査等の

実施が目的で、10月22日(木)までの滞在で両大学の教育学部関係教員との交流が行われま

した。 

表敬訪問では、脇口学長から、「今回の高知大学教育学部で実施する調査によって、両

学部の中等社会科教員養成及び小学校教員養

成に関する共同研究が進展し、さなぎが蝶に

脱皮するように、この共同研究の成果として

の論文化が、両国における教育の歴史の重要

な1ページとなり、教育の質が華麗に変身する

プロローグになることを期待致します。」と

のメッセージが送られました。 

 スリウィジャヤ大学は、インドネシアにあ
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る公立大学で、現在10学部があり、本学とは平成20年３月に大学間協定（学術交流）を締

結しています。また、本学教育学部とスリウィジャヤ大学教育学部とは、平成27年６月に

教育・短期研修・研究に関する覚書（学部間協定）を締結しており、今後、中等社会科教

員養成、小学校教員養成に関する共同研究などの推進が期待されます。 

 

⑩安徽大学学長等による学長表敬訪問 

日時：平成27年10月30日 

概要：中国の安徽大学 程 桦 学長、郭 志远 国際合

作与交流処処長、肖 亚中 科学技術処処長、唐 千友 

外語学院日語系副教授が本学の脇口学長を表敬訪問

し、関係者と会談しました。 

  今回の訪問は、熊本大学訪問後、本学のほか、高

知工科大学で開催の研究発表会への参加を目的とし

たものです。 

 本学と安徽大学は、2002年に大学間交流協定を締結し、交換留学生や教員の相互派遣の

ほか、2012年には高知大学中国語センターの開設、2013年には高知大学安徽事務所を開設

し、学術・学生交流の活発な交流を行ってきました。 

表敬訪問では、脇口学長から歓迎の言葉が述べら

れたあと、安徽大学程 桦学長から、これまでの交

流への謝辞や、政府、民間などを含めた広範囲の

交流推進への期待が述べられました。 

安徽大学では、2016年５月に異文化コミニュケ

ーションシンポジウム、同年７月に国際サマース

クールの開催などが予定されており、本学からの

学生・教職員の派遣などの交流が期待されます。 

 

⑪「アジアンフィールドサイエンス実習」参加者による学長表敬訪問 

日時：平成27年11月10日 

概要：本学農学部国際支援学コースが毎年実施し

ている「アジアンフィールドサイエンス実習」に

参加中のタイ（カセサート大学、コンケン大学）、

ベトナム(ハノイ教育大学)、マレーシア(マレーシ

アサラワク大学、マレーシアプトラ大学)から、学

生21名及び引率教員３名の計24名が、脇口学長を

表敬訪問しました。 
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この「アジアンフィールドサイエンス実習」は、本学が協定締結している東南アジアの

国々の大学との学生相互派遣事業の一つであり、2005年度から数えて本年度で11回目の開

催。 

農学・林学・水産学・環境学等を学ぶ学生に対して、我が国の最先端の科学技術や伝統

技術を組合せた農林水産業の取組み、自然資源の利用・管理技術等を紹介し、科学技術に

対する関心や理解を深めてもらい、農林水産業の将来を担う人材育成を図ることを目的と

するものです。 

本年度は、11月9日から11月18日までの10日間で、本学の国際化戦略経費（国際交流活

動支援事業経費）、JST主催の「さくらサイエンス事業」の資金支援を得て実施されまし

た。表敬訪問では、脇口学長から、「この実習

が、先生方の教育研究、そして学生さんの学び

を高め、皆さんの大学と高知大学、さらには皆

さんの母国と我が国との友好と協働の架け橋と

なり、近い将来、教育研究の成果が大きく実り、

国の発展に貢献することを期待しております。」

とのメッセージが送られました。 

 

⑫佳木斯大学学長等による学長表敬訪問 

日時：平成27年12月16日 

概要：中国の大学間協定校である佳木斯大学 邱洪

斌 学長、姜志梅 康复医学院長（リハビリテーショ

ン医学院長）、張鳳杰 外国語学院長が、本学の脇口

学長を表敬訪問し、関係者と会談しました。 

 佳木斯大学と高知大学は、1985年に高知医科大学と

佳木斯医学院との間での協定締結により交流を開始

し、その後、双方の組織名称など変更を経て、2004

年から佳木斯大学と高知大学として学術・学生交流

を行ってきました。 

両大学の研究・教育の向上・発展ならびに親善を

図り、国際的視野・能力を持った医学研究者等を育

成するため、本学医学部では、2000年から佳木斯大

学医学院の大学院在籍学生合計57名を短期留学生

学資援助制度（留学生よさこいプロジェクト）によ

り受入れを行っており、また、佳木斯大学外国語学

院日本語学科からは、例年３名の学生を本学人文学

部で受入れております。 
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表敬訪問では、脇口学長から歓迎の言葉が述べられたあと、佳木斯大学 邱洪斌 学長

から、これまでの交流への謝辞や、今後の交流推進への抱負が述べられました。 

両大学は、双方医学系の交流から始まって30年が経ち、今後、医学分野では臨床面の交

流や共同セミナーなどの交流も行うことが期待されます。 

 

⑬在京都フランス総領事館・総領事による学長表敬訪問 

日時：平成27年12月17日 

概要：在京都フランス総領事館のシャルランリ 

ブロソー総領事が高知大学を表敬訪問し、脇口

学長と会談しました。 

会談に先立ち、脇口学長から、先日のパリ市

内でのテロの犠牲者に対する哀悼の意が表さ

れました。 

総領事からは、フランスの高等教育機関への

留学を促進するためのフランス政府による公式機関“Campus France“の紹介や、昨年、

学位・単位相互認証協定の調印が国立大学協会（JANU）、フランス大学長会議（CPU）及

びフランス技師学校長会議（CDEFI）の３者でなされたことにより、日仏間の留学や高等

教育機関同士の更なる交流の促進が期待されるとの挨拶がありました。また、日仏間の学

生交流の具体的な事例なども紹介されました。 

最後に、留学先としてのフランスは、さまざまな魅力的な分野があるので、今後、学生

の皆さんには言語の壁を越えて、フランス留学を考えてほしいとの強い希望が伝えられま

した。 

高知大学では、フランスの大学との交流が少なく、過去に日本学術振興会による二国間

交流事業での学術交流はありますが、学生交流にいたってはほとんど交流がない状況です。 

今回の訪問を機にフランスとの大学間交流の推進が期待されます。 
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⑭南京航空航天大学からの表敬訪問 

日時：平成27年12月21日 

概要：大学間協定校である中国の南京航空航天大学

から王 永亮 副学長、黄 炳輝教授、陳 峰准教授、

研究者の張 鵬氏、江 愛華氏が、本学の菊地副学長

を表敬訪問し、関係者と会談しました。 

同大学は、1952年に設立され、航空、宇宙及び自

然科学、人文科学、社会科学、経営など複数の分野

があり、 国家重点大学の一つです。 

本学とは、2009年に大学間交流協定を締結し、共同研究や国際シンポジウムの開催、交

換留学生など、学術・学生交流の活発な交流を行ってきました。 

表敬訪問では、菊地副学長から歓迎の言葉が述べられたあと、南京航空航天大学 王 永

亮 副学長から、これまでの交流への謝辞のほか、国際交流の状況、研究分野の紹介など

があり、今後の学術・学生交流推進への期待が述べられました。 

 また、本学で10月から在籍している外国語学部

日本語学科等からの交換留学生５名の紹介があり、

本学での学習や留学生活についての感想を語って

もらいました。 

 最後に、ぜひ学生たちには、中国と日本の相互

理解に繋がるよう懸け橋となってほしいとのメッ

セージが寄せられました。 
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（３）JICA委託事業（防災、へき地教育） 

「防災」「へき地教育」の国際研修を昨夏に実施 

 2015 年８月から９月にかけて高知大学は国際連携推進センターが主管して JICA 研修２件を受託

し実施しました。 

 「総合防災B」コースは８月11日～９月２日に津波災害が予測される８か国15名の行政官、「“子

どもの学びを保障する”へき地教育の振興－MDGs/EFAの達成に向けて（A）」コースは９月３日～９

月 16 日にアフリカ・アジアを中心に 15 名の中央・地方の行政官がそれぞれに参加、本学での講義

のほか、国、県や市町村、地域住民の取組みを視察しました。 

 

JICA 国際研修実施の意義 

 日本では東日本大震災の経験を生かし、将来予測される南海トラフ大地震への防災対策が進めら

れており、政府レベルはもちろん四国の太平洋側に面して広がる高知県は、最も被害に脆弱な地域

でもあり、近年急速に防災対策を進めています。 

 本研修では、開発途上国の防災関係行政官を招き、主に南海トラフ大地震に焦点をあて、その発

生のメカニズム、規模と想定被害状況、防災対策（国、県、市町村、コミュニティレベルの対策）

について講義、視察等により理解し、研修成果の自国への応用について話し合い、帰国後の各国の

防災対策のアクションプランを作ることを目標に実施しました。研修では風水害のメカニズム、土

砂災害対策にも触れました。 

 

総合防災コース 

 高知では津波への三重防御対策を始め、南海トラフ大

地震・風水害・地盤液状化・土砂災害といった様々な災

害への対策を学びました。実際に種崎津波避難タワー等

の防災対策施設の視察を通して理解を深めました。また、

ハード面に加え、コミュニティ防災や防災ゲーム、避難

所運営といったソフト面の対策についても講義や避難所

視察、避難訓練への参加等を通して学習しました。 

また、本学学生によるシティーツアーやお茶会体験、剣

道部稽古見学といった交流活動にも積極的に参加してもらい、幅広く高知県を経験してもらうこと

ができました。 

 研修の最後には、自国で取り組むアクションプランの作成を行い、公共施設の耐震性の強化、津

波警告システムの開発、防災マップ作成等、多岐にわたる提案が行われました。 

 研修を受けた研修員からは、「避難タワーなどといったハード面と、日頃からの避難訓練等のソフ

ト面が合わさったときに初めて完璧な防災となると実感した。この日本での経験を母国でも大切に
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したい。」、「高知のコミュニティにおける災害時の自助・共助の意識を高める取り組みが非常にすば

らしいと感じた。自国でも同様の啓発を図りたい。」といった感想が寄せられました。 

 

へき地教育コース 

 研修ではまず都市部の小学校として京都市の上鳥羽小

学校を視察、研修員は授業での小学生の活発な様子と授

業後の清掃活動にびっくり。多くの国では、学校の掃除

は掃除人がやっているのです。 

 高知での研修ではへき地学校の教育法の実践的なノウ

ハウを学びました。高知大学附属小学校において複式学

級の指導法を視察・学習し、指導計画の作成の実習を行

いました。 

へき地校では、仁淀川町立別府小学校を訪れ、校内研修の模様を視察し、PTA や老人会の人々から

地域と学校の関わりについて話を聞きました。両校で研修員は生徒との交流や給食を体験し、教育

レベルの高さと教員の熱心さ、そして地域の方々と学校の親密さに驚いていました。 

 研修の最後には、帰国後の教育改善を促すアクションプランの発表会があり、教育改革案から学

校の指導計画作りマニュアルなどまで多岐に渡るアイデアが披露されました。 

 研修を受けた研修員からは、「日本の複式学級における指導法は問題解決や協力して学び合う能力

を高めることができると感じた。」、「へき地において地元コミュニティが信念と希望を持って子供の

可能性を信じ、学校と良好な関係を築いているのが印象的であった。」といった感想が寄せられまし

た。 

 

研修コースの意義と目的 

多くの途上国でMDGs/EFA（MDGs＝国連ミレニアム開発目標、EFA＝国連Education for All）の目

標「初等教育の完全普及」が達成に近づくなか、依然としてへき地に居住する児童への学校教育へ

のアクセスが解決困難な課題として残っています。 

日本は戦後、教育の地域間格差の是正を優先政策に掲げ、行政と教員が共同して数々のへき地教

育振興施策に取り組んできました。特に法/制度整備、就学支援、施設改善、教員確保、学校/授業

改善等の経験は有益であり、それらの応用は途上国のへき地教育問題の解決に貢献可能と考えられ

ます。 

本研修では、主に地方政府でへき地教育または学校指導に携わる行政官や教員養成学校の教員に

対し、へき地教育振興施策に係る日本の経験を紹介し、参加国間の課題を共有することを通して、

各国が抱える課題解決につなげることを目的として実施しました。 
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（４）「第５回SUIJIセミナーIN香川」に参加  

5th SUIJI International Symposium and Seminar in Makassar(Indonesia) 

日時：平成27年９月12日～14日 

概要：香川大学で行われた「第5回SUIJIセミナーIN

香川」に、脇口学長、櫻井理事（総務・国際担当）、

菊地副学長（国際連携担当）、石川農学部長、大谷SUIJI

推進室長など教職員16名のほか、学生５名が参加しま

した。第５回目となる本セミナーは、香川大学がSUIJI

コンソーシアム機構長として当番開催したもので、 

「６大学国際連携教育の今後」をテーマに、インドネ

シア３大学（ガジャマダ大学、ボゴール農業大学、ハ

サヌディン大学）及び四国３大学（愛媛大学、香川大

学、高知大学）の教職員、学生のほか、浜田香川県知事、松本文部科学省高等教育局企画課

国際企画室長が出席しました。 

９月13日のSUIJIセミナー総会では、「国際連携教

育・研究と今後の取組み」について、６大学の学長

や副学長等から各大学での取組みの説明が行われ、

今後のSUIJIとの連携教育の在り方などについて提

言がありました。 

６大学の学生のプレゼンテーションでは、

SUIJI-JDP-Ms（SUIJIジョイントデイグリープログラ

ム修士学生）による研究内容の発表のほか、学生た

ちがサービス・ラーニングと関連した活動等につい

てその経験を活かした発表を行いました。 

SUIJI構成大学による運営協議会の後、６大学の学長や副学長等から、SUIJIの海外や国内に

おけるサービス・ラーニングによる学生の活動例を踏まえたSUIJIコンソーシアムの今後の

方向性についてのコメントがありました。 

最後に、今回のセミナーでの議論を踏まえ、６大学長による「SUIJIコンソーシアム協定書

（更新）」の調印が行われました。 

 

 

なお、前日の12日にはSUIJI構成大学による６大学SUIJI推進室会議、14日にはエクスカーシ

ョンが行われました。 

各大学長等による SUJI コンソーシアム等に対するコメントSUIJI コンソーシアム協定書署名後の記念写真 

各大学長等による発表 

学生プレゼンテーション 
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 来年度は、インドネシアのガジャマダ大学が当番となり開催される予定です。 

※SUIJI(Six University Initiative Japan Indonesia)とは、2011年に創設したインドネシ

ア３大学（ガジャマダ大学、ボゴール農業大学、ハサヌディン大学）、四国３大学（愛媛大

学、香川大学、高知大学）の６大学のコンソーシアムであり、熱帯地域における農業発展に

関する教育研究を協働ですすめることを目指すもの。 
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３．活動状況 

３―１国際交流 

（５）日本語教育センター活動 

2015(平成27)年４月１日～７月８日 

 日本語教育センターは、高知大学の協定校の中国安徽省にある安徽大学人文棟2階にあ

ります。2013年４月から高知大学国際連携推進センター国際連携教育部門の専任教員が派

遣されていました。2013年10月14日(月)に開所式が催され、教育・研究活動や課外活動、

地域交流、留学説明会等の活動に携わっています。 

 

１．教育活動 

① 日本語授業担当 

 日本語ネイティブ教員として、この期間は安徽大学外国語学部日本語学科の1年生から3

年生の会話や作文、発表演習の授業を担当しました。学生の日本語の四技能の向上を図る

べく授業は日本語で行われました。 

 

2015年第2学期(2015.02～2015.07)担当科目 

 

科目

区分 

科目名 単位数 学年 時間数 教科書 

必修 日本語会話(中) 2 1 2 コマ／週 『みんなの日本語Ⅰ』ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ

必修 日本語発表演習(上) 2 2 2 コマ／週 『初級からの日本語スピーチ』 

凡人社 

必修 日本語上級作文(上)  2 2 2 コマ／週 『留学生のための論理的な文章の

書き方』ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ 

必修 日本語発表演習(下) 2 3 2 コマ／週 『考える力をつける知的トレーニ

ング』アスカ･エフ･プロダクツ 

必修 日本語上級作文(下) 2 3 2 コマ／週 『国際化･情報化社会に向けての

表現技術』1～3 創拓社 

 

② 日本の大学院進学希望者への研究計画書の書き方と卒論の指導 

日本の大学院進学を希望する学生（日本語学科４年生の希望者）に研究計画書の各項目の書

き方とそのポイント指導ならびに添削を、週１回の割で実施しました。 

 卒論については、研究計画書との関連づけを主として指導しました。 
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③ 他学部生への日本語指導 

他学部の独学で日本語を勉強する学生から日本語の指導希望があり、不定期で空き時間を利

用して、独学した日本語の誤用修正とその説明をしました。 

 

④ メール、ＳＮＳを活用した日本語学習相談 

 日本語中国国内検定、日本語能力試験に関して日本語学科の学生、あるいは他学部受験者

のために自主学習の支援として、メール、ＳＮＳで日本語に関する質問を受付け随時応えて

いく態勢をとりました。 

 

⑤ 全国大会の作文･スピーチ大会応募者指導 

「第11回中国人の日本語作文コンクール」などの中国全国規模のコンテストに参加･応募する

学生に対しての原稿･スピーチ練習の指導をしました。 

 

２．課外活動 

① 安徽大学サークル活動 

日本語学社という安徽大学外国語学部日本語学科の学生を中心に活動しているサークル活動

の顧問を担当し、指導しました。活動は主に以下の４つがあります。 

 

（１） 毎週金曜日19時から21時にかけて自由会話や発表を中心に活動しました。 

（２） 毎週土曜日19時から21時にかけて日本語学科の学生が他学部の日本語を学習したい

学生に文法や会話を教えました。 

（３） 毎週土曜日の活動終了後、日本語学科の学生が行った教授方法についての反省会を

し、その教授方法の指導をしました。 

（４） 毎年１回「中日交流会」を開催しています。展示エリアとイベントエリアに分かれ

て、日本語学社が主体となり開催しました。よさこい踊りや合唱、ダンス、着物の着付

け等を披露したり、手巻き寿司や書道、囲碁・将棋等を体験したりして、日本文化に関

する展示を行いました。 

 

②地域との交流 

（１） 2015年４月20日、合肥学院の日本語学科1・2年生による、日本のアニメのアフレコ

大会に審査員として参加しました。特に、1年生が文末の感情移入された抑揚が可能で

あることを知り、今後の日本語教育の一つの手段として示唆に富むものでした。 

（２） 2015年５月15日、合肥学院の日本語学科1年生～4年生合同での合肥市源泉博物館見

学に同行しました。合肥市源泉博物館は、合肥市の古来からの伝統文化を継承するため

当初個人の方が収集・展示場建設をし、ボランティア活動で維持されているところでし
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た。合肥学院の学生たちとの親睦と、草の根で守る文化に触れた一日でした。 

（３） 合肥市にある９大学で教えている日本人教師が所属し、日本語教育の勉強会(国際

交流基金の教師研修等)や情報交換を行う場である「合肥市日本語教師会」の活動に参加

しました。 
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（６）帰国外国人留学生ネットワーク（中国、タイ、北欧）  

①第6回高知大学ホームカミングデー 帰国留学生による講演会を開催 

日時：平成27年11月１日 

概要：本学ホームカミングデーにおいて、帰国留学

生による講演会を実施しました。 

平成22年度から開催されているホームカミング

デーは、今回第6回目で、記念講演会、各学部ごと

の卒業生と学生との交流等の催しが実施されまし

た。 

国際連携推進センターでは、帰国留学生ネットワ

ーク組織(中国、タイ、北欧)の同窓会会長を本学国

際交流基金により招聘し、講演をしていただきました。中国同窓会会長 鐘 俊生 氏(上海

海洋大学教授)は、「母校、知識のみなもと 学友、母校の富‐中国同窓会の展望‐」、タ

イ同窓会会長 LATTIRASUVAN THANAKORN氏（メージョー大学准教授）は、「Our Better Living 

is from the Best Opportunity in Kochi University」、北欧同窓会会長TOTH MARTON ANDRAS 

氏（イエーテボリ大学大学院生）は、「竹と雪の物語」の題目でそれぞれ講演し、自国の紹

介、本学での留学経験、同窓会組織の現状などについて、留学当時の思い出も懐かしみなが

ら語ってくれました。  

講演会には、学生・留学生、一般の方々など、本学関係者を含めて39名が来場しました。 

また、11月2日には、今後の同窓会の交流計画や本学への期待・要望などについて、国際

連携推進センター教職員との情報交換会が行われました。 
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②北欧帰国留学生ネットワーク開催 

第二回 北欧帰国留学生ネットワーク 

日時：平成27年８月21日 

概要：北欧帰国留学生ネットワーク副会長宅で第2回北

欧帰国留学生ネットワークを開催しました。 

参加者は、高知大学に留学していたスウェーデン人

（マテさん、マルトンさん、ヤッケさん、ノラさん、

ミカエルさん）、これから高知大学に留学するスウェ

ーデン人（アンドレさん）、イェーテボリ大学に留学

していた日本人（あきほさん）、今イェーテボリ大学

に留学している日本人など、多くのみなさんと再会し、

近況を報告し合いました。 

 

第三回 北欧帰国留学生ネットワーク 

日時：平成27年９月18日 

概要：北欧帰国留学生ネットワーク副会長宅で開催しました。第3回北欧帰国留学生ネット

ワークを開催しました。これから3年間日本へ留学するマテさん、いつも会場を提供してく

れたマテさんに代わって会長を今後、務めてくれるマルトンさん（2015年11月1日高知大学

ホームカミングデイ帰国留学生による講演会のため来学）、遠距離から参加してくれたヤッ

ケさん、フェリックスさん、来月1か月高知にくるミ

カエルさん、日本でのインターンシップを希望して

いるノラさん、スウェーデンに帰ったばかりのエリ

ンさん、エルサさん、そして日本からの留学生、元

留学生も含めて総勢14人で開催しました。 

 いつもながら皆さんの高知への愛情、留学生の奮

闘ぶりを聞くことができ、とても楽しい会となりま

した。 

 

 

第四回 北欧帰国留学生ネットワーク 

日時：平成28年３月４日 

概要：北欧帰国留学生ネットワーク会長宅で第4回北欧

帰国留学生ネットワークを開催しました。日本語の勉

強を大学院で続けるとともに高校で日本語を教えてい

るマルトンさん、今はLinköping市に住んでいてやはり

今回も遠距離から参加してくれたヤッケさん、10時を

過ぎて会場に駆けつけてくれたミカエルさん、いつも

おいしい手作りデザートを作ってきてくれているエリ

ンさん、そしてイェーテボリ大学現在留学している高

知大学の学生、スウェーデンでの国際実習に参加する

ためにイェーテボリに来た高知大学の学生、附属特別支援学校教員、大学教員、スウェーデ
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会場の様子 

左:朱孔軍第 3 期会長、右:鐘俊生第 1,2 期会長

ンに休暇で訪問中の高知大学の学生を含めて総勢

15人で開催しました。高知そして高知大学を共通の

話題として、大いに語り、旧交を温めました。 

 

 

 

 

 

 

 

③中国上海同窓会 

高知大学帰国留学生ネットワーク（中国）第3回総会参加 

日時：平成28年３月26日 

概要： 高知大学帰国留学生ネットワーク（中国）第3回総会が上海甸園賓館にて開催され、

高知大学からは菊地副学長と国際連携推進センター林国際連携教育部門長が参加しました。 

第１部では、菊地副学長が高知大学を代表して挨拶、また、第１期及び第２期の会長を務

められた上海海洋大学鐘俊生教授が同窓会を代表して挨拶され、さらに菊地副学長から「高

知大学帰国留学生ネットワークの活動について」の講演がありました。 

第２部では、第３期の会長、副会長及び幹事の選出が行われ、南京航空航天大学の朱孔軍教

授が満場一致で会長として選出されました。その後、参加者一人一人による自己紹介、近況

報告が行われました。夜は同ホテルにて交流懇談会が行われました。 

 

 記念写真  

懇親会の様子 
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今回の同窓会には、30余名の帰国留学生が参加され、特に若い元留学生の参加が目立ちま

した。２年ほど前に立ち上げたSNS「WeChat」の同窓会グループも同窓会開催日当日からわ

ずか１日でメンバーが100数名も増え、3月28日現在、グループメンバーは178名となり、皆

さんが同窓会の活動に大きな関心を寄せていることが伺えました。 
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３―２留学生交流 

（１）留学生交流事業（学長を囲む会、合同講習会、見学旅行、交流懇談会他） 

①留学生と学長を囲む会 

日時：平成27年５月20日 

概要：朝倉キャンパスの国際連携推進センター

にて「留学生と学長を囲む会」が開催され、留

学生24名、日本人学生3名、教職員13名、合計40

名が参加しました。会では、ウクライナ、イン

ドネシア、中国、ブルガリアの各留学生が「日

本に来てからの異文化体験」のテーマで体験を

発表しました。体験発表では、自国の文化等と

比較しながら、日本に来てからビックリしたことや素晴らしいことなど留学生が感じたこ

とについて、写真とユーモアを交えながら語ってくれました。体験発表者からは、「日本

の町は狭いけれどとても綺麗。」、「アルバイトを通して日本人のサービスが理解できる

ようになった。」、「留学のおかげで、世界の国々の人々に出会えた。また、人生経験が

豊かになった。」、「帰国した後、現地の日本の会社で働きたい。進学する機会が来たら

また日本で勉強したい。」などの発表のまとめや感想がありました。 

留学生の発表の後、脇口学長から各発表者に

対してコメントと留学生が感じた日本の文化

が形成された背景等について話されました。最

後に、参加者全員が自己紹介を行い、新しく整

備を行った国際連携推進センターの玄関で集

合写真を撮影しました。 

本事業は今回で３回目となり、参加した留学

生からは、「自分の国ではなかなか学長に会う

ことはないので、よい経験になった」などの意見もあり、大変有意義な交流の場となりま

した。 
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②留学生と日本人学生の合同講習会交流会 

日時：平成27年７月４日 

概要：留学生と日本人学生との相互理解・相互交

流を促す目的で、牧野植物園にて合同講習交流会

が行われました。今年は3回目の開催で、留学生１

４名、日本人学生１０名、教職員を合わせ３1名の

参加となりました。 

今回の合同講習会では、昨年同様外国人留学生

による海外協定校の紹介や日本人学生による海外

協定校への留学体験の発表があり、それぞれの発

表者は様々な写真を用い魅力的なプレゼンテーションに仕上げていました。今年は留学を

体験した学生の発表として、スウェーデン、中国、アメリカでの留学体験を紹介すること

ができ、国民性や気候など多くの点で異なっている国の紹介を聞くことができて学生はと

ても喜んでいました。発表後は多くの質問があり、海外留学への意欲や期待をうかがわせ

るものになりました。チューター活動に関しては、留学生にどのようなサポートを行うの

かを詳しく説明する内容であり、チューターに興味を持っている日本人学生には有益な情

報となりました。 

講習会終了後園内散策が行われ、あいにくの雨

にも関わらず学生たちは園内を自由に見てまわ

り様々な植物を楽しんだり、隣接している竹林寺

を見学したりしました。実施したアンケートでは、

「大変良かった」、「勉強になった」、「友達が

増えた」との感想が多く寄せられ、今後も留学生

と日本人学生の交流の場を作りたいと考えてお

ります。 
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③カルチャーカフェ（７月、10月、11月、12月、１月） 

第５回カルチャーカフェ 

日時：平成27年７月15日 

概要：留学生と日本人学生が多言語で異文化交流

を図り、異文化への理解を促進させる目的とした

カルチャーカフェが行われました。今回は5回目の

開催で、留学生１2名、日本人学生１2名、学外の

方2名、教職員7名の合計33名の参加となりました。 

今回のカルチャーカフェは、「SWEDISH SUMMER」

と題し、スウェーデンの夏を感じてもらおうと、

スウェーデンの協定校から留学している学生が飲み物やお菓子（パイ）を作って参加者に

振る舞いました。日本ではあまりなじみのない食材を使用したり、見たことのない大きな

クッキーのようなものを食べたりと、多くの日本人にとっては初めてのことが多く、参加

者は興味を持って説明を聞いていました。 

今回のカルチャーカフェは非常に国際色が豊か

で、各国の留学生はともかく、日本人学生の中に

も留学経験者が多く交流が盛んに行われていまし

た。 

今後もこのような異文化交流の場を設け、様々

な国の様々な文化を紹介していきたいと思ってい

ます。 

第６回カルチャーカフェ 

日時：平成27年10月21日 

概要：国際連携推進センター２階交流スペース

で、外国人留学生と日本人学生が交流し、異文

化理解を図ることを目的とした「カルチャーカ

フェ」を開催しました。今回は6回目の開催で、

留学生6名、日本人学生１7名、学外者11名、教

職員9名の合計43名が参加しました。 
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「ブルガリア」をテーマに、同国からの留学生

のリュボミル ディミトロフさんが、英語で、地理、

天候、文字、建築物、民族衣装、特産品、食べ物

など、多岐にわたって紹介しました。参加者は、

あまり馴染みのない文化について興味深く耳を傾

けていました。 

また、留学生が作ったヨーグルトスープとブル

ガリアチーズの試食では、にんにくが効いたヨーグルトスープは、多くの参加者にとって

初めての味でしたが、チーズは日本のものとあまり違いがないなど、普段接することのな

いブルガリアの食文化を体験できる機会となりました。今回、学外からも多くの参加者が

あり、年代も様々で、和やかに歓談が行われ、多くの参加者からは「楽しかった。また来

たい」という声が聞かれました。 

 

第７回カルチャーカフェ 

日時：平成27年11月18日 

概要：国際連携推進センター２階交流スペースで、

外国人留学生と日本人学生が交流し、異文化理解を

図ることを目的とした「カルチャーカフェ」を開催

しました。 

今回は7回目の開催で、留学生4名、日本人学生3名、

学外者7名、教職員9名の合計23名が参加しました。 

今回は「アルゼンチン」をテーマに、同国からの留学生のホセ ラウティエールさんが、

英語で地理、天候、歴史、民族衣装、マテ茶など多岐にわたって紹介しました。その後、
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アルゼンチンをはじめ南米で多く飲用されている

マテ茶の作り方や飲み方（ストローを持たない、3

口で飲みきる、お湯をつぎ足しながら順番に回し

て飲むなど）をデモンストレーションしました。

茶器やストロー、お湯の温度などの細かい説明に

参加者は聞き入り、時には驚きの声をあげていま

した。 

また、手作りのジャムやディップもふるまわれ、参加者は、焼いたフランスパンに好き

なものをつけて「おいしい」と笑顔で食べていました。 

今回は、高知県内で研修中の南米出身の高知県海外技術研修員も数名参加し、アルゼンチ

ン独特の音楽が流れる中で南米を感じられるカルチャーカフェになりました。 

 

第８回カルチャーカフェ 

日時：平成27年12月16日 

概要：国際連携推進センター２階交流スペース

で、外国人留学生と日本人学生が交流し、異文

化理解を図ることを目的とした「カルチャーカ

フェ」を開催しました。 

第8回目となる今回は、「ロシアとウクライナ」

をテーマに行われ、留学生19名、日本人学生11名、高校生・一般2名、教職員3名の合計35

名が参加しました。 

まず、ロシア出身のロマノヴァ・マリヤさんと、ウクライナ出身のコステューク・アナ

トリーさんが、英語で両国の地理や歴史、民族ダンスや紅茶を飲む習慣などについて話し
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ました。また、12月開催ということもあり、時には－60℃にもなるという極寒地方ならで

はのクリスマスや新年の迎え方についても紹介しました。 

参加者のテーブルには、両国で昔から食べ

られている“バランキ”と“プリャニキ”と

いうお菓子が配られ、紅茶とともにいただき

ました。そのほか、みんなでキリル文字を発

音したり、輪になって手をつないで踊ったり

と楽しい会になりました 

 

第９回カルチャーカフェ 

日時：平成28年１月20日 

概要：国際連携推進センター２階交流スペースで、

外国人留学生と日本人学生が交流し、異文化理解を

図ることを目的とした「カルチャーカフェ」を開催

しました。 

第9回目となる今回は「イラン」をテーマに行われ、

留学生8名、日本人学生6名、一般2名、教職員8名の

合計24名が参加しました。 

今回は1月の開催に合わせ、イラン出身のシヴ

ァ・ソマイエさんが英語でイランのお正月の習慣

を中心に紹介しました。イランではお正月にペル

シャ語でSから始まるものを7つ揃え（リンゴ、ニ

ンニク、コインなど）、それ以外にも様々なもの

（コーラン、キャンドル、金魚など）を飾るそう

です。その他にも気候や文化、言語などの説明もありました。 

参加者のテーブルには、イランのお菓子や名物であるナッツ類がたくさん用意され、イ

ランの音楽が流れるなかでサフランティーと共にいただきました。普段あまりなじみのな

い中東の文化に触れることができ、参加者はとても喜んでいました。 
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④学長と「トビタテ！留学 JAPAN」日本代表プログラム採択者懇談会 

第３期採択者の学長との懇談会 

日時：平成27年７月24日 

概要：民間からの寄付200億円を得て2020年までに

１万人の派遣留学生を海外へ派遣する、「トビタ

テ！留学Japan」日本代表プログラムの第３期生と

して人文学部国際社会コミュニケーション学科３

年生の中村季世さんが本学から初めて採択された

ことから、７月24日（金）、学長と中村さんとの懇

談会が学長室において設けられました。 

 中村さんから将来留学したいと考えて高知大学に入学したこと、留学をこの８月に控え

て、春休みのほとんどを自分が何をしたいのか、何ができるのかを考えることに費やした

こと等が紹介されました。 

どのような点が採択につながったと思うかとの

質問に対し、中村さんから「人は、目標を持って

頑張っている人を応援したくなるのではないか。」

との返答がなされ、学長からは留学先で自分とは

違う（日本人でない）人たちとの交流を行うこと

で、自分とは何者かをみつめ、アイデンティティを確立していってほしいとの言葉がかけ

られました。 

 中村さんは平成28年６月までの約９ヵ月間、協定校であるスウェーデンのイエテボリ大

学で英語教育について学ぶほか日本語補習校等でインターンシップを行います。 
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第４期採択者の学長との懇談会 

日時：平成28年２月26日 

概要：政府だけではなく民間企業等からの支

援・協力を得て、2020年までに我が国の学生

の海外留学を倍増させる、官民協働海外留学

支援制度～トビタテ！留学JAPAN日本代表プ

ログラム～の第４期派遣留学生として、農学

部農学科国際支援学コース３年の久保穂波さ

んの留学計画が採択され、２月26日（金）に脇口学長へ採択の報告が行われました。 

 久保さんは、日本をはじめ世界で問題となっている漂流プラスチックゴミと目に見えな

いほどの小さなプラスチックゴミ（マイクロプラスチック）による海洋環境汚染の現状を

把握するため、平成28年６月からタイ国のカ

セサート大学において総合沿岸管理を学び、

その後、８月から11月までパラオコーラルリ

ーフセンターにて住民と調査活動を行い、海

洋汚染の現状を現地から世界に発信します。 

 

 

⑤外国人留学生課外研修 

日時：平成27年10月24日 

概要：今年度新たに入学した外国人留学生を対

象に日本三大カルストの一つである四国カル

スト天狗高原及び梼原町への課外研修を日帰

りで実施しました。この研修は、外国人留学生

が地域の文化、歴史、地理等を体験し、地域へ

の理解を深めるとともに、留学生間の親睦・交流を図ることを目的としており、留学生61

名、日本人学生スタッフ４名、教職員８名が参加しました。 

 参加者は、最初の訪問地である天狗高原（標高約1400m）では展望台から望む雄大なパ

ノラマ景色、白い石灰岩が点在する景観、日本の秋の紅葉の美しさに感動し、また、巨大
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な風力発電プロペラや牛の放牧を前に留学生

たちは盛んに写真を撮っていました。その後、

天狗荘で参加者全員が地元の食材使った昼食

をとり交流を深めました。 

 午後は、梼原町を訪問し、町役場の職員から

梼原町の歴史、文化、地域産業の取組みなどの

説明を受けました。梼原町総合庁舎は、著名な

建築家である隈研吾氏のデザインで地元の木をふんだんに使ったダイナミックで自然と

調和した珍しいデザインの建物です。引き続き、自由行動として各自が町内の史跡、神社、

坂本龍馬脱藩の道等を見学して過ごしました。 

 参加した学生からは、「いろいろな国の留学生と友達になれてよかった」、「県内地域

の歴史・文化への理解が深まった」などの感想があり、留学生にとって有意義なものとな

りました。 

 

⑥2015年度学長主催外国人留学生等交流懇談会を開催 

日時：平成27年12月２日 

概要：高知商工会館において、「2015年度学長主催外国人留学生等交流懇談会」を開催し

ました。これは、高知大学に学ぶ外国人留学生や外国人研究者と留学生支援団体や教職員

との交流の場を設け、外国人留学生等との親睦を図るとともに相互理解を深める目的で毎

年開催されているものです。中国、韓国、インドネシアなど22の国と地域の留学生と地元

の留学生支援団体、関係教職員等の計165名が参加しました。 

留学生全員による「幸せなら手をたたこう」 留学生によるパフォーマンス 
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開催にあたって脇口学長からは、「今夜のように、多様な国籍の皆さんが一堂に会する

場で、これまで知らなかった友人や教職員と知り合い、友情を深め、友好の輪を広げるた

めに、お互いの心を開いて話し合いましょう。相互扶助の精神が広がることで、皆さんの

母国と日本の「友好の架け橋」となり、たくさんの架け橋が出来ることで、「私たちの間

には国境がない」と宣言できるような友情が構築される日が来るのを願っています。」と

留学生への励ましを込めたメッセージが送られました。 

その後、３キャンパス（朝倉、岡豊、物部）の各代表留学生による日本語でのスピーチ

が行われ、高知での留学生活の感想や今後の目標、日頃からお世話になっている関係者へ

の感謝の気持ちが述べられました。ステージパフォーマンスでは、モンゴルの伝統的な踊

りやバングラデシュの民族音楽の演奏を留学生が披露し、大いに盛り上がりました。 

会場には英語や中国語、日本語など多くの言語が飛び交い、国を超えて楽しく歓談する

様子が見られました。最後に留学生全員がステージに上がり、順番にそれぞれの国の言葉

で「幸せなら手をたたこう」を歌い、菊地副学長の挨拶と温かなメッセージとともに締め

くくられました。 

 

 

 

 

 

留学生によるパフォーマンス 留学生と歓談する脇口学長 
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３―２留学生交流 

（２）地域交流事業（大豊町結プロジェクト、C級グルメ他） 

①県立高校で留学生が授業 

日時：平成27年６月12日 

概要：高知県立高知追手前高等学校の３年生の授業として、「異文化理解講座」があり、

本学の留学生９名が講師として参加しました。 

講座は、９グループの教室において、インドネシア、韓国、中国、台湾、ベトナム、モ

ンゴル、マレーシア、ブルガリア、エチオピアの９カ国・地域の各留学生が自国の歴史や

文化、政治、経済など日本との比較をしながら説明を行いました。 

授業を受けた生徒からは、「講師の先生方の魅力と興味深い話が聞けて大変良かった」、

また、担当教員からは、「見事な日本語での講義と手の込んだ資料に驚きました」などの

感想がありました。 

 

 

 

②巻き寿司体験 

日時：平成27年10月18日 

概要：高知桜ライオンズクラブのご協力により、外国人留学生のための巻き寿司体験が高

知市のRKC調理師学校で去年に引き続き行われました。 

校長室での留学生紹介  授業の講師を担当する留学生 

授業の講師を担当する留学生 学校のシンボルである時計台を 

見学する留学生 
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 イベントには中国、台湾、インドネシア、アルゼンチン、モンゴルの５つの国と地域か

ら21名が参加し、まず先生の説明を受けてから巻き寿司作りに挑戦しました。巻きすを使

うのは初めてという学生ばかりでぎこちなかったですが、何本も巻いていくうちに慣れて

いき、盛り付けにも非常にこだわっていました。 

 巻き寿司が完成すると、RKC調理師学校が用意した赤だしの味噌汁と一緒に寿司を試食

し、留学生は「おいしい」と喜びながら食べていました。自分たちで巻き寿司を作れるよ

うにと、桜ライオンズクラブより巻きすやしゃもじなどのお土産もいただき、とても楽し

い一日を過ごしました。 

 

③大豊町庵谷地区星神社秋季大祭参加  

日時：平成27年11月１日 

概要：本学留学生と大豊町庵谷地区地元の

皆さんとともに、大豊町庵谷地区星神社秋

季大祭に参加しました。今回の参加者は、

留学生20名、教職員２名、合計22名での参

加でした。なお、現地では高知工科大学留

学生約10名とも合流しました。 

 朝７時40分にバスにて出発し、９時神社

に到着。まず、神社とお祭りについての説

明を聞きました。また、事前の説明で鳥居から拝殿までの歩き方、清めの方法、神社での
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拝み方を習っていた留学生たちが、それ

を確認している姿も見られました。次に、

御神輿を担ぐ男子学生決め、彼らの着替

え、神様へのお供えと祝詞の神事のため、

この男子学生たちは拝殿に入り、残りの

留学生は、御神輿に同行する者の持つ弓、

長刀などの神事に使用する道具の説明を

地元の方から受け、その持ち手を決めました。初めての経験からかなかなか学生たちも慣

れない様子でした。 

 その後、10時ごろから１キロにわたって大豊町の山間を地元の方々、御神輿とともに練

り歩きました。途中一回の休憩では地元の方々との話に花が咲いていました。そして、定

められた場所で御神輿をすえ、祝詞をあげる神事が終わり、その場でお供え物のお餅を分

けていただき、持ち寄りのお菓子などで祝いの行事をいたしました。最後に、拝殿に戻り、

神事は無事終了しました。15時から交流会を開始。地元の山菜、茸、ちらし寿司､そして

天然鮎などが振る舞われ、留学生たちは、慣れない料理に戸惑うかとも思いましたが、山

菜などの郷土の味に舌鼓を打ち、美味しいとの感想で次々に食べていました。 

 留学生にとって初めての神社での神事の

体験、また地元の方々との交流は、異国で

の貴重な体験になったようでした。地元の

方々にも喜んでいただき、今後もこのよう

な行事が続けられるようにと、地元の方々

とともに確認し、終了しました。 

 また、今回企画、お世話役に大豊町役場、

総務課永野さん、観光課前田さんの両氏に

もバスでの送迎も含め、大変お世話になりました。この場をお借りしてお礼申し上げます。

今後も、地元自治体との連携を強めていきたいと思っております。 

 

④国際Ｃ級グルメ大会参加(朝倉ふれあいセンター) 

日時：平成27年12月５日 

概要：朝倉ふれあいセンターで開催された恒例の国

際Ｃ級グルメ大会に中国、韓国、モンゴル、スウェ

ーデン、ロシア、ウクライナ、イランの留学生が参

加しました。  

ふれあいセンターの調理室は活気にあふれ、さま

ざまな言語が飛び交う中、慣れた手つきで各国ご自

慢の家庭料理が次々と作られました。大会は昼に始
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まり、地元の方々からも地元の食材で工夫を凝らした家庭料理が出品されました。談笑し

ながら、色鮮やかに盛り付けられたそれぞれの料理を堪能し、大変有意義な食文化の国際

交流の場となりました。 

 参加した留学生からは、「今回の行事に参加して各国の人々と交流ができ、文化への理

解が深まった」、「いろいろなおいしい料理が食べられ、自分の国の料理もアピールがで

きてよかった」、「国の料理や文化に興味がある方々と楽しい会話ができた。料理も重要

だが会話も重要だと思った」、「各国のおいしい料理のレシピが習いたい」という意見が

ありました。 

 

⑤特別支援学校主催“留学生との交流会” 

日時：平成28年１月９日 

概要：インドネシアのリア外国語大学とタン

ジュンプラ大学の交換留学生5名が、教育学

部附属特別支援学校が主催する「留学生との

交流会」に参加しました。 

この交流会は、毎年この時期に特別支援学

校に通う生徒と保護者が、留学生と一緒にそ

の国の代表的な料理を作ることで親睦を深

めるもので、今回は教職員も含めて30名の参

加がありました。交流会では、まず留学生がインドネシアの場所や気候といった基本情報

に加えて、子どもに人気がある遊び、様々な交通手段などについて説明しました。33の州

からなる多民族国家であるインドネシアにはそれぞれの民族によって服装や食べ物、住居

や風習が違うという話に参加者は興味深げに耳を傾けていました。その後、２つのグルー

プに分かれて、ナシゴレン、ダーダーミー、コラックというインドネシアでよく食べられ

ている料理を作りました。参加者のほとんどが初めて聞く料理の名前に戸惑いながらも、

分からないところを留学生に確認しながら、協力して楽しく調理をしました。会食の後、

参加者からは、「ナシゴレンがおいしかった」、「インドネシアのことが知れてよかった」

という感想を聞くことができました。交流会の最後には、生徒からお礼の言葉とともに、
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生徒が作ったカレンダーや鍋敷き、プリンなどが手渡され、留学生から「また一緒に遊び

ましょう」というあいさつがありました。 

 

⑥土佐和紙「紙すき体験」 

日時：平成28年１月11日 

概要：高知りょうまライオンズクラブ主催の土佐和紙「紙すき体験」が土佐和紙工芸村「く

らうど」（高知県いの町）で行われ、中国、韓国、ウクライナ、アルゼンチン、バングラ

デシュなど８つの国と地域の留学生16名と職員1名が参加しました。 

留学生は、「くらうど」の職員に紙すきの方法を教えてもらい、紙をすいて、草花や和

紙等で飾り付けをし、オリジナルのハガキを作りました。自分の名前や顔を描き、自国の

国旗を作るなど非常に独創性に富んだ個性的なハガキを披露してくれました。 

その後、同ライオンズクラブの方たちと昼食をとりながら懇談し、留学生全員から、自分

の作品紹介と挨拶が行われ、ライオンズクラブの方への感謝の気持ちが述べられました。 
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⑦ミニデーに参加！ 

日時：平成28年１月15日 

概要：朝倉ふれあいセンターで開催された高知市老人クラブ連合会主催の地域交流ミニデ

ーに韓国、台湾、スウェーデンからの交換留学生3名が参加し、老人クラブの皆さんと親

睦を図りました。 

交流会では、初めに老人クラブの皆さんと一緒に体操をし、その後3人の留学生がそれ

ぞれの出身地の気候や文化等の特徴について紹介しました。また、かつて日本で活躍され

た韓国や台湾の歌手の歌を披露したり、ゲームを一緒に楽しんだりしました。交流会の最

後に3人の留学生は、老人クラブのメンバーの一人ひとりと握手を交わしながら話をし、

会場はますます熱気に包まれました。昼には、ふれあいセンタースタッフの手作りによる

ちらし寿司やぜんざい等が振る舞われました。留学生からは、「貴重な体験ができて本当

に良かった」との感想が寄せられ、双方にとって貴重な異文化体験となりました。 
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⑧中学校生と留学生の交流会 

日時：平成28年２月７日 

概要：朝倉小校区青少年育成協議会主催による朝倉

中学校の生徒を対象にした料理教室が、朝倉ふれあ

いセンターにて開催されました。今回のテーマは「ス

ウェーデン料理に挑戦！」で、本学のスウェーデン

からの留学生、アンドレ・アンデショーンさんが講

師に招かれ、「スウェーデン風ボロネーズパスタ」

と「ミートボールとマッシュポテト」の作り方を指

導しました。朝倉中学校の生徒たちは、料理の作り

方の説明に熱心に耳を傾け、質問しながらスウェーデン料理作りにチャレンジしました。

料理はなかなかの出来栄えで、参加者一同で試食しました。中学生からは、「みんなで協

力しながら和気あいあいと作った料理はおいしい」、「早速、家でも作りたい」との感想

が寄せられました。アンドレさんからは、「皆と

コミュニケーションを取りながら、おいしい料理

を作るのは楽しかった。また、皆が笑顔で料理を

作るのを見て嬉しかった」との感想がありました。

当日は中学校の生徒たちだけでなく、朝倉中学校

の先生及び青少年育成協議会のメンバーも参加さ

れ、食を通じて国際交流、異文化理解を図ること

ができました。 

 

⑨大豊町結プロジェクト弓引き 

日時：平成28年２月27日 

概要：本学留学生と大豊町庵谷地区地元の皆さんとともに、大豊町庵谷地区星神社正月神

事「百手」に参加しました。本学から参加者は、留学生２名、教職員１名、計３名でした。

また、現地で高知工科大学留学生約３名と高知県立大学留学生１名と合流しました。 

 朝７時30分にバスにて出発し、８時45分神社に到着。神事の決まりごとによって、弓を
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引くことができるのは男性に限られており、９時から弓引き神事参加学生のうち、弓の射

手男子学生たちは拝殿に入り、伝統衣装に着替え、祭典開始のお祈りに参加。他の学生は、

地元の皆さんと百手神事の弓引き場の設営の準備をしました。９時45分から百手神事が開

始され、射手の12人が６名ずつ２つのグループに別れ、順番に弓を引き、的を狙いました。 

初めての経験で、学生たちは慣れない様子で、弓を引くのがやっとでしたが、地元の方々

の慣れた弓裁きを見せていただいたことと学生への声援が功を奏し、当初なかなか飛ばす

ことが難しかった矢も最後には的の中心近くに当てることができました。 

最後に、拝殿に戻り、神事を無事終了し、15時から交流会が行われ、地元の山菜、椎茸、

ちらし寿司､そして御神酒や神様にお供えしたお米で作った物などを振る舞っていただき

ました。留学生たちは、慣れない料理に戸惑うかとも思いましたが、山菜などの郷土の味

に舌鼓を打ち、美味しいと次々に食べていました。 

 留学生にとって初めての神社での弓引きの体験、また地元の方々との交流は、神社の建

物や習慣、地域での農作物の作り方など興味深く盛んに質問が行われ有意義な機会となり

ました。 
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（３）短期プログラム（受入・派遣）事業 

①高知体験型短期留学プログラム 

日時：平成27年７月26日～８月３日 

概要：国際連携推進センター主催「高知体験型短期留学プログ ラム」を実施しました。

これは、国際連携推進センターが初めて企画したもので、高知大学の協定校のうち、中国

の安徽大学から４名、東北大学秦皇島分校から９名、韓国の明知大学校から６名の留学生

と東北大学秦皇島分校の教員１名の計20名が参加しました。 

 国際理解を深めてもらうための高知の文化事情の紹介、日本文化に関する講義などが行

われたほか、異文化理解授業の発表会を見学しました。 

 高知の自然や文化に触れてもらうためのフィールド見学や体験活動では、本学キャンパ

スでカツオ漁場の本場である黒潮町役場の方に協力していただき、カツオのさばきの実演

見学とわら焼きカツオたたきの体験、いの町紙の博物館で紙の歴史や原料から土佐和紙が

できるまでの工程見学・実際に紙の原料を漉いて和紙を作成、安芸市では120年以上の時

を刻み続けている野良時計や武家屋敷のある町並みを見学、室戸市では土佐漆喰の白壁と

水切り瓦のある独特の景観・太平洋に切立つ壮大な地形を海から眺めるクルージング体験

などを行いました。 

 参加した学生からは、「日本語のレベルが向上した。日本の文化、特に高知の文化をよ

く理解できるようになった。高知大学へ留学し高知で生活してみたい。また、日本人だけ

でなく、他国の学生とも交流をすることができ、異文化理解につながった」などの感想が

ありました。 

 

月日 主な活動内容等 

7 月 26 日（日） 高知到着 

7 月 27 日（月） 
午前：開講式、オリエンテーション、キャンパス案内 

午後：牧野植物園及び竹林寺見学 

7 月 28 日（火） 
午前：高知文化事情紹介 

午後：いの町紙の博物館 土佐和紙見学・体験 

 

7 月 29 日（水） 

 

7 月 29 日（水） 

午前：日本文化等に関する講義 

午後：異文化理解授業発表参加 

夕方：カツオたたき実演見学 

夜 ：ウエルカムパーティ＆懇親会 

7 月 30 日（木） 
午前：日本文化等に関する講義 

午後：桂浜、坂本龍馬記念館及び自由民権記念館見学 
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7 月 31 日（金） 

午前：安芸市野良時計 

午後：室戸市吉良町町並み、ジオパークセンター見学 

(宿泊：国立室戸青少年自然の家) 

8 月 1 日（土） 
午前：ミニクルージング体験、ジオパーク見学 

午後：ヤ・シィパーク、赤岡絵金蔵見学 

8 月 2 日（日） 
午前：高知城、ひろめ市場、日曜市見学 

午後：イオンモール高知見学 

8 月 3 日（月） プログラム終了、帰国 

 

 

  

開講式 鰹たたき実演 

いの町紙の博物館 紙すき体験 安芸市 野良時計 
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（４）日本語授業関係（授業、予備教育、開講式、閉講式） 

①平成27年度第1学期日本語予備教育コース開講式 

日時：平成27年４月13日 

概要：人文学部棟1階留学生講義室２において、日本語予備教育コース開講式を実施しま

した。これは、ロシア及びアルゼンチン出身の（日本国）大使館推薦による研究留学生（国

費外国人留学生）２名が、日本語能力試験Ｎ３レベルを目標に半年間、週28時間にわたっ

て日本語を学習するもので、菊地国際連携推進センター長、谷口副センター長、留学生指

導教員の中西准教授ほかが出席して執り行われました。 

 

②平成27年度第１学期日本語予備教育コース閉講式 

日時：平成27年８月４日 

概要：日本語予備教育コース閉講式が行われ、

日本語予備教育修了生２名に対して、菊地副学

長（国際連携担当）から修了証書が授与されま

した。 

修了生２名は、大使館推薦による研究留学生

（国費外国人留学生）の、ラウティエール・フ

ァン・ホセさん（アルゼンチン出身）とロマノヴァ・マリヤさん（ロシア出身）で、日本

語能力試験３級程度のレベルを目標に半年間学習してきました。 

閉講式では、修了証書授与の

後、２名の修了生から「最初は

日本語が全く分からなかったけ

れど、勉強するうちに日本語で

話すことが好きになった」、「学

んだ日本語を活かして、日本の

文化や歴史をもっと深く研究し

たい」と日本語で謝辞が述べら

れました。 
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（５）奨学金 

①平成27年度高知大学国際交流基金助成事業決定通知書交付式を挙行 

日時：平成27年８月７日 

概要：メディアの森６階メディアホールにて、平成27年度高知大学国際交流基金助成事業

決定通知書交付式を挙行し、脇口学長から出席者20名一人一人へ助成金の決定通知書を交

付しました。本年度の同事業は、「外国人留学生への奨学事業（一般型、新戦略型及び短

期研修・短期受入プログラム型）」、「外国へ留学する学生への奨学事業」、「大学院生

の研究発表を目的とする海外派遣事業」、「帰国留学生ネットワーク等構築事業」の4件

を募集し、多くの申請の中から合計32件を採択しました。 

 学長からは「この国際交流基金助成事業によって、留学生の皆さんには、本来の目的達

成のため学びを優先していただきたい。高知や、日本人の考え方などできるだけ知っても

らう時間を作ってほしい。大学院生の皆さんについては、外国の大学で発表することで世

界ではどのような研究がされているかを見てきてほしい。」との力強いメッセージが出席

者に送られました。 
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②平成27年度高知大学国際交流基金助成事業報告会を開催 

日時：平成28年３月１日 

概要：朝倉キャンパスメディアホールにおいて、平成27年度高知大学国際交流基金助成事

業報告会を開催しました。報告会には、本年度実施の「外国人留学生への奨学事業（一般

型）」、「外国人留学生への奨学事業（新戦略型）」、「外国へ留学する学生への奨学事

業」及び「大学院生の研究発表を目的とする海外派遣事業」の４つの事業の採択者15名の

ほか、学生９名、教職員19名が参加しました。脇口学長から、「学生たちには積極的に世

界へ出ていき、世界を感じていただきたい」との挨拶の後、大学院生の研究発表を目的と

する海外派遣事業の採択者３名がそれぞれ韓国およびアメリカでの学会参加の成果、外国

へ留学する学生への奨学事業の採択者１名がアメリカでの１年間の留学生活、外国人留学

生への奨学事業の採択者１名が学習状況などの報告を行いました。報告者からは、自分の

体験した出来事だけではなく将来の希望など非常に前向きな姿勢がうかがえました。 

最後に、国際交流基金管理委員会委員長の櫻井総務・国際担当理事から、自身の経験も

交え「海外留学や海外での学会に参加することは非常に貴重な経験であるので、どんどん

海外に出て経験を積んでください。」との感想が述べられ、報告会は締めくくられました。 
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（６）新入留学生対象オリエンテーション 

①新入留学生対象オリエンテーションを開催 

日時：平成27年４月３日、６日 

概要：新入留学生に対するオリエンテーションを４月３日(金)と６日（月）に開催しまし

た。 

第１回の４月３日は、菊地国際連携推進センター長から新入留学生に対しての挨拶が行

われた後、教職員紹介、地域行事の案内、留学生生活に係る留意事項説明、地震に備えた

防災対策に係る説明などを行いました。 

第２回の４月６日には、「アパート入居マナー研修」として、（株）レオパレス21担当

者による不動産用語、入退居時の基本的なマナー、ゴミ出しのルールなどの説明を実施し

ました。 

また、その後、行われた「交通安全教室」では、高知南警察署署員から、標識の見方、

横断歩道での注意点、交通ルールなどについて、ゲームを取り混ぜて説明をしていただき

ました。第１回は留学生28名、第２回は26名が出席。 

 

②新入留学生対象オリエンテーションを開催 

日時：平成27年９月30日、10月７日 

概要：朝倉キャンパスでは、新たに来日した留学生を対象としたオリエンテーションを開

催しました。 
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菊地国際連携推進センター長から、新入留学生に対し「よく学び、高知大学生や地域の

方と積極的に交流を深め、楽しい留学生活にしてください。」との挨拶が行われた後、教

員紹介、地域行事の紹介、留学生生活に係る注意事項、学生生活を安全・快適に送るため

の種々の情報提供が行われました。 

高知南警察署署員による防犯教室では、道路標識や自転車の交通ルール、南海地震対策

に備えた防災の心構えについての説明がありました。 

10月７日には、第Ⅱ部として、国際交流に関する各種行事、学生サークル等の紹介など

が行われました。 
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（７）チューター対象オリエンテーション 

①第１学期チューターオリエンテーション実施 

日時：平成27年４月21日、22日 

概要：2015年第１学期にチューター業務を行う学生を対象としたチューターオリエンテー

ションを実施しました。 

チューター業務は、外国人留学生の学習・研究指導や日本での生活支援を行うもので、

21日は物部キャンパスで５名、22日は朝倉キャンパスで29名の学生が同オリエンテーショ

ンに参加しました。 

オリエンテーションでは、国際連携推進センター専任教員と事務職員から制度の趣旨や

実施にあたっての注意事項、手続き等についての説明が行われました。さらに、朝倉キャ

ンパスでは、チューター経験者による経験談が語られ、チューターとなる学生たちは興味

深げに頷きながら聞いていました。 

 

②第２学期チューターオリエンテーション実施 

日時：平成27年10月20日、21日 

概要：2015年度第2学期チューターオリエンテーションを実施しました。 

チューターとは、外国人留学生が学習・研究を進める上で助けを必要とする時に相談に

のったり、慣れない日本での生活をサポートする学生のことで、20日は物部キャンパスで

２名、21日は朝倉キャンパスで40名が参加しました。 

国際連携推進センター教員による説明 チューター経験者による経験談 

物部キャンパスの様子 朝倉キャンパスの様子 
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朝倉キャンパスのオリエンテーションでは、国際連携推進センターの大塚薫准教授から、

チューター制度の趣旨や実施にあたっての注意事項について説明があり、参加者は真剣に

聞き入っていました。オリエンテーション終了後には、チューターをやってみたいという

希望者から質問が多くあり、関心の高さが見受けられました。 
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（８）留学説明会 

①第1回海外留学&海外旅行保険等説明会 

日時：平成27年７月29日 

概要：海外留学に興味のある学生を対象に、朝倉キャンパスで交換留学の手続きや海外渡

航時の危機管理、保険加入についての説明会を実施し、24名の学生が参加しました。 

まず、国際連携推進センター菊地センター長から、文部科学省による官民協働海外留学

支援制度「トビタテ！留学JAPAN」第３期に採用となった本学の学生に続くよう、皆さん

もぜひ積極的に留学してくださいと挨拶がありました。 

第1部では、国際交流課職員から協定校への交換留学の手続き、語学レベル評価試験や

危機管理についての説明を行い、「トビタテ！留学JAPAN」のプログラム概要や、第3期採

用となった本学の学生と学長の対談の映像を紹介しました。 

第2部では、JTBサポートプラザの梶村詔子 氏を講師に、海外渡航時の危機管理につい

て、留学先での心構えや各国でのトラブル事例などを交えて説明をしていただきました。

また、海外留学する際の海外旅行保険の加入について、保険会社の担当者から説明が行わ

れ、学生たちは、海外リスクマネジメントの重要性を改めて認識した様子で聞き入ってい

ました。 

 

②第2回海外留学説明会を開催 

日時：平成28年１月20日 

概要：朝倉キャンパスで海外留学説明会を実施

しました。今回は、プロジェクターを使用した

説明会場と個別相談を主とする会場の２会場

に分かれて行い、まだ具体的な希望留学先は決

めていないが海外に興味のある学生から、今春

協定校へ派遣予定の学生まで60名以上の参加

がありました。 

プロジェクターを使用した説明会場では、まず
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国際交流課職員による海外留学の基本情報の説

明、次にジェイアイ傷害火災保険株式会社の城

戸克斉氏を講師に、海外渡航時の危機管理につ

いて、留学先での心構えや各国でのトラブル事

例などを交えて説明をしていただきました。そ

の後、人文学部岩佐光広准教授からトビタテ！

留学JAPAN応募に関するヒントの提供と昨秋人

文学部主催で行われたトビタテ！留学JAPAN講

演会で登壇したトビタテ第1期生の講演のビデオ上映があり、参加者は熱心に耳を傾けて

いました。 

また、個別相談の会場では、交換留学経験のある先輩から直接話を聞こうと意欲のある

学生が、「どんな授業を履修しましたか」「生活費はどれくらいかかりますか」と積極的

に質問をする姿が目立ちました。後半には、英語圏、中国、韓国と希望留学先ごとに国際

連携推進センター教員が相談に応じました。 
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（９）進学説明会 

①外国人学生のための進学説明会（JASSO）に参加 

日時：平成27年７月12日、18日 

概要：日本学生支援機構(JASSO)主催の「外国人学生のための進学説明会」が７月12日(日)

に東京、７月18日(土)に大阪で開催され、それぞれ教職員２名（国際連携推進センター教

員１名、国際交流課の事務職員１名）が参加しました。学部や大学院への進学希望の外国

人学生に対して、本学の特色ある教育や入試、学生生活等に関する最新の情報提供を行い

ました。例年、本進学説明会の来場者の中から留学生が数名入学しており、広報の効果が

期待されます。 

東京会場：2,844名（昨年度 2,536名）、本学ブース訪問者：42名 

大阪会場：1,322名（昨年度 1,313名）、本学ブース訪問者：31名 

②日本留学説明会・フェア2015（於：モンゴル・日本センター）ほかに参加 

日時：平成27年10日10日、11日  

概要：モンゴルからの留学生受け入れ促進のために日

本留学説明会・フェア2015に菊地国際連携推進センタ

ー長ほか1名が参加し、大学紹介プレゼンテーション

及び個別相談を行いました。モンゴルでの日本留学熱

は大きく、フェアへの参加者は初日が784名、2日目が

439名の合計1,223名で、高知大学ブースに来た相談者

は両日で112名を数えました。 

新モンゴル高校出身者以外は、ほぼ日本語が未修得

で英語での履修についての相談が多くなされました。

希望分野は人・教・理・医・農の全分野にわたってい

ましたが、本学にない工学の分野についても多数の相

談者が訪れました。 

 

 

東京会場の様子（7 月 12 日） 大阪会場の様子（7 月 18 日） 
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また、本学人文学部の卒業生である、ブヤンネメフ テ

ルメンさんが奥さんと子供さんと一緒に会場を訪れ、菊

地センター長の高知大学紹介プレゼンテーションを見

て、ブースにも立ち寄ってくれました。 

 

フェア開催の前日（９日）には新モンゴル学園、

International School、JICAモンゴル事務所及びモンゴ

ル国立大学を訪問し、情報収集を行いました。新モンゴル学園は2000年10月にモンゴル初

の３年制の高等学校として設立後、2004年に中学校、2008年に小学校が、そして、2014年

には新モンゴル工科大学、高専を設立し、現在の形になりました。14年間で1,475名が卒

業し、その３割強が海外の大学に進学しています。日本への留学生は第２位の米国43名を

大きく離して301名となっています。 

JICAモンゴル事務所では2012年4月に日本国政府が

発表した対モンゴル国別援助方針を踏まえて展開され

ている、３つの重点分野「鉱物資源の持続可能な開発

とガバナンスの強化」、「全ての人々が恩恵を受ける

成長の実現に向けた支援」、「ウランバートル市都市

機能強化」について、説明を受けたほか、本学の「土

佐フードビジネスクリエーター（FBC）人材創出」事業

による同事務所への協力について、意見交換を行いま

した。 

モンゴル国立大学では国際及び教育担当副学長を表敬訪問し、国際交流協定締結の可能

性について意見交換を行いました。教育担当副学長とは最終日の懇親会を利用して、更に

意見交換を行いました。 

現在、本学に４名のモンゴル人留学生（正規学生）が在籍していることから、今後は受

入れ留学生数の増加のみならず、新モンゴル高校、モンゴル国立大学やJICAモンゴル・日

本語センター等との連携強化を図っていきたいと考えています。懇親会では大学名をモン

ゴル書道により記した書がJICAモンゴル日本語センターから各大学に贈られました。 

新モンゴル高校表敬訪問 

モンゴル国立大学表敬訪問 モンゴル書道で揮毫された「高知大学」 
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（１０）留学パンフレット（英語）、リード抜粋版（英語）、高知大学国際交流HP,Facebook 

 

留学パンフレット（英語） 

高知大学国際交流 センター発行広報誌 

http://www.kochi-u.ac.jp/international/brochure/ 
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リード抜粋版（英語） 2014-2015 

高知大学国際交流 センター発行広報誌

http://www.kochi-u.ac.jp/international/brochure/ 
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高知大学国際交流HP 

日本語版：                      英語版： 

http://www.kochi-u.ac.jp/international/      http://www.kochi-u.ac.jp/international/english/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



64 
 

Facebook （高知大学 国際連携推進センター Center for International Collaboration） 

https://www.facebook.com/kochiuniversity.international/ 
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４．研究活動 

2015年研究活動 

大塚 薫(准教授) 

専門分野：日本語教育学 

研究テーマ：遠隔協働授業の構築及び教育コンテンツの開発に関する研究 

 

【論文】 

大塚薫・王勇萍・林翠芳・斎藤麻子・若月祥子(2016)「産官学の専門家による日韓中協働

遠隔日本語授業の試み―協定校間の事例を中心に―」『日本語学研究』第47輯、韓国日本

語学会、pp.73-89 

大塚薫・林翠芳(2016)「日韓中協定校間体験型短期プログラムの実践と課題―高知文化事

情に触れる体験を通して―」『韓国日本語学会 第33回国際学術発表大会論文集』、韓国

日本語学会、pp.100-105 

大塚薫(2015)「中国の高等教育における日本語教育考―安徽省合肥市の5大学での聞き取

り調査を通して―」『高知大学留学生教育』第9号、高知大学国際連携推進センター、

pp.49-78 

 

【著書】 

李暻洙・洪珉杓・大塚薫(2015)『日本の言語と文化』韓国放送通信大学校出版部、全270

頁 

 

【学会発表】 

大塚薫・林翠芳(2016)「日韓中協定校間体験型短期プログラムの実践と課題―高知文化事

情に触れる体験を通して―」韓国日本語学会 第33回国際学術発表大会 カトリック大学

校 2016年３月19日(土) 

 

【研究費受入れ状況】 

科学研究費補助金 

【代表】 

・基盤研究(C) 研究課題番号：15K02640 

研究課題：日本語ネイティブ遠隔参加型グループ別ピア・ラーニング授業の構築に関す

る実証研究 

 研究期間：2015-2017(平成27‐29)年度 

 研究代表者：大塚 薫 

 研究分担者：林 翠芳 

 研究経費：3,300千万 
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５.会議関連 

国際連携推進委員会名簿 

留学生専門委員会名簿 

国際連携推進センター運営戦略室会議名簿 

高知大学国際連携推進センター基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



任　　期

 

大学教育創造センター長

学生総合支援センター長

総合研究センター長

地域連携推進センター長  

国際連携推進センター副センター長  

国際連携推進センター国際プロジェクト部門長  

国際連携推進センター国際連携教育部門長  

国際連携推進センター特任教授  

人文学部選出教員 27.4.1～28.3.31

教育学部選出教員 26.4.1～28.3.31

理学部選出教員 26.4.1～28.3.31

医学部選出教員 26.4.1～28.3.31

農学部選出教員 26.4.1～28.3.31
 

地域協働学部選出教員 27.4.1～29.3.31

黒潮圏総合科学専攻選出教員 26.4.1～28.3.31

センター連絡調整会議選出教員(国際連携推進センター長が兼務） 27.4.1～28.3.31

土佐さきがけプログラム選出教員 27.4.1～28.3.31

研究国際部長  

　 　

　 　

　

　 　

委員19名（定足数10名）

藤  田  尚  文

大　西　浩　平

平　井　敏　彦

そ
の
他
委
員
長
が
必
要
と
認
め
た
者

　

　

　

北　條 　正　司

小　林  道　 也

大　谷　和　弘

富　永　　 　明

菊　地　るみ子

マイケル・シャープ

湊　　　 邦　生

谷　口　雅　基

新　納　　　　宏

林　　　　翠　芳

新　納　　　　宏

中　川　香　代

遠　藤　　　　尚

国際連携推進委員会名簿 

平成27年4月1日現在

部　　局  ・ 職　　名 氏　　　　名

菊　地　るみ子

受　田　浩　之

岩　崎　貢　三

国際連携推進センター長
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任　　期 備　　　　　考

委員長 国際連携推進センター長  

国際連携推進センター副センター長  

国際連携推進センター国際プロジェクト部門長  

国際連携推進センター国際連携教育部門長  

国際連携推進センター専任担当教員

国際連携推進センター専任担当教員

国際連携推進センター専任担当教員

国際連携推進センター専任担当教員

国際連携推進センター特任教授

人文学部選出教員 26.4.1～28.3.31

教育学部選出教員 27.4.1～28.3.31

理学部選出教員 26.4.1～28.3.31

医学部選出教員 26.4.1～28.3.31

農学部選出教員 26.4.1～28.3.31

地域協働学部選出委員 27.4.1～29.3.31

黒潮圏総合科学専攻選出教員 26.4.1～28.3.31

土佐さきがけプログラム選出教員 27.4.1～29.3.31

国際交流課長  

学生支援課長  

 

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　 　

委員19名（定足数13名）

そ
の
他
委
員
長
が
必
要
と
認
め
た
者

　

　

　

藤 澤     和 寛

中　西 　三　紀

草 場       　実

米 村 　　俊 昭

小 林　 　道 也

柴 田 　　雄 介

大 槻     知 史

田 中 　　壮 太

高知大学国際連携推進委員会留学生専門委員会名簿 

平成27年 5月28日現在

部　　局  ・ 職　　名 氏　　　　名

菊　地　るみ子

　

大 塚   　　　薫

Eva Garcia del Saz

新 納　 　　　宏

永 野　 　秀 美

谷 口　　 雅 基

池 島  　 　　耕

林 　　　　翠 芳

神 崎 　道太郎

林　　　   翠 芳

新　納　　　　宏
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国際連携推進センター運営戦略室会議名簿 
 

平成27年4月1日現在 

◎議 長 菊地 るみ子 センター長 第2条第1項 
 

委 員 谷口 雅基 副センター長 第2条第2項 
 

委 員 新納 宏 国際ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部門長 第2条第3項 
 

委 員 林 翠芳 国際連携教育部門長 第2条第3項 
 

委 員 平井 敏彦 研究国際部長 第2条第4項 
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 国際・地域連携センター改編検討タスクフォース 
国際連携推進センター設置検討部会 

 
平成 26 年３月 26 日 

 

高知大学 国際連携推進センター基本方針 

 

設置の経緯 

国際連携推進センターは本学の各部局等と連絡の上、教育・研究交流、国際協力プロジ

ェクト及び留学生の受入れ、本学学生の海外留学・派遣などを司る。本センターは、国際

プロジェクト部門と国際連携教育部門から成り、中国語センターを附置する。 

新センター設置にあたり、高知大学におけるこれまでの取組み【国際交流ポリシー（平

成 18 年 4 月 12 日役員会決定）ならびに国際交流のあり方懇（平成 20 年 11 月 20 日）の

報告】を踏まえて、国際連携推進センターの新しい基本方針を策定し、業務の方向性を示

す。 

国際連携推進センターの基本方針 

１．グローカルな国際連携を目指す 

高知県と同様の開発課題を抱えるアジア・大洋州等の開発途上国とのつながりを重視

し、教育、研究、国際貢献の面で重点化を図っていく。地域と共に学び研究する「知

の拠点」として、地域から世界に発信する大学を目指す。 

２．双方向の国際交流を推進する 

留学生の受入のみならず、本学学生の海外留学の促進に重点を置く。ワンストップサ

ービスを強化し、海外からの優れた留学生受入れを増やす。日本人学生と留学生が集

い、互いに学びあうキャンパスを創造する。 

３．地球規模の課題に対する国際協力にチャレンジする 

本学の研究シーズと高知県の地域資源の特徴を生かして、国際協力を推進する。国際

協力の現場を教育・研究の場としても活用し、実践的で国際的な教育・研究を発展さ

せる。 
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基本方針を具体化する活動 

国際プロジェクト部門 

１．国際連携の分野・地域を重点化する 

（１）教育、研究、国際貢献すべての側面において都市部の有力大学、大規模大学との差別

化をすすめ、高知大学にしかできない、あるいは高知大学が比較的優位にある教育研

究分野を明確化し、海外へ発信していく。例えば、分野としては高知県の課題解決と

直結する①実践的な農業及び食品加工、②海洋資源の利活用、③防災・気象変動・環

境、④保健・医療、⑤学校教育、⑥地域の社会・経済開発などがあり得る。 

（２）将来の教育・研究の国際的なネットワークを強化するため、留学生受け入れにあたっ

ては、協定校はもとより、本学の重点地域である黒潮流域圏を含む東南アジア、特に

若年人口が増大を続け、高等教育への需要の高い国々からも、将来性のある優秀な学

位取得を目的とする留学生を積極的に受入れる。 

２．国際交流拠点を中心に国際的な研究を推進する 

（１）高知大学ならではの分野・地域における研究交流を促進するため、国際化戦略経費を

重点配分し、外部資金を獲得できるよう支援する。配分にあたってはネットワーク型、

文理融合型のプロジェクトを優先する。 

（２）文理融合の研究交流や国際協力の促進を図るため、国際化戦略経費の一部をあてて、

国・県の政策や計画とすり合わせて特定の研究テーマや対象地域を決め、関心ある研

究者を公募して調査を行い、国際的な共同研究を発掘する。    

３．国際協力に積極的にチャレンジする 

（１）教員の研究成果を国際協力に生かし、ODA 資金による国際協力活動を活発化させる。

特に JICA による途上国行政官向け国際研修は、直接途上国政府とのネットワークを

強化し、海外事情に容易にアクセスできるため、積極的に開発・実施する。実施にあ

たっては、学生に国際協力を体験させるなど、教育面での活用も考慮する。 

（２）国際協力活動は、国際貢献の面のみではなく、教育・研究に様々なメリットがあり、

本学の目標の遂行に不可欠である。そのため、教職員の国際協力活動が正当に評価さ

れるような仕組みを作る。 

（３）国際協力事業を形成するにあたっては、国内においては高知県の自治体、企業、NGO
との連携、また、海外においては協定校との協働も視野に入れて、ステークホルダー
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を巻き込んだ案件に配慮する。このことによって、地域連携や協定校との連携がさら

に促進される効果が期待できる。 

国際連携教育部門 

１．高知大学からの留学生派遣を増やす 

（１）アジアの協定校からの留学生受入数に対し派遣数が少ないことから、アジアの英語共

通語圏（フィリピン、マレイシアなど）の協定校への留学生派遣を増やす。また中国

語圏の協定校への派遣を増やす。 

（２）協定校への留学生派遣を増やすため、協定校情報の整理とパンフレット、イントラネ

ットでの発信を強化、また学生向けセミナーを多重的に開催するなど、学生の関心を

高める。 

（３）留学希望者の英語力アップのため、学部等と共同で TOEFL 等対策講座の開発や支援

を行うとともに、派遣数増加のために有効活用する。 

（４）中国語センターを活用して、中国留学への学生や保護者の関心を高め、学生の中国語

力をアップさせる。 

２．日本人学生等と留学生が共に集い、共に学ぶキャンパスを創造する 

（１）留学生向け行事は、日本人学生も参加可能とし、学生たち自身の企画を取り入れる。

（例：日本語スピーチコンテスト、留学生による協定校紹介セミナー、学外への合同

研修旅行など） 

（２）高知大学ポータルサイトの国際関連部分は英語対応とし、学内のサインや看板も日・

英 2 か国語併記とし、留学生に優しいキャンパスを実現する。 

（３）日本人学生等と留学生が、常時集い情報交換できる交流スペースを確保する。交流ス

ペースには、コンピューターや外国語雑誌、留学情報などがいつでも見られるよう整

備し、留学生向けピジョンボックスを置く。 

３． 留学生獲得から受入れまで、ワンストップサービスを強化する 

（１）留学生の獲得に当たっては、協定校からの短期留学のみならず、質の確保を前提に

JICA 留学生（修士）や私費留学生、国費留学生など長期留学生を積極的に獲得する。

そのために国際連携推進センターは、留学生向けの広報ツール（外国語によるウェブ

サイト、パンフレット、DVD など）を開発し、国内のみならず海外での留学フェア

に参加し海外大学での説明会などを開催する。また、学術交流等で海外の大学等へ出
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張する際にも、留学生勧奨のための活動を行うことを促進する。（例：国際化戦略経

費の申請項目にも留学生獲得努力を追加するなど） 

（２）教員の留学生受入/派遣の事務的負担を減らし、留学生の利便性向上を図るため、留学

生受入/派遣事務は、国際連携推進センターがワンストップサービスとしての役割を

担う。また、教員向け及び留学生向けの受入手続マニュアル、留学希望者向けの留学

マニュアル、留学生受入/派遣危機管理マニュアル等を整備しイントラネット、イン

ターネットで公開する。 

（３）留学生の危機予防のため、ブリーフィング、コンサルテーションを強化する。 

（４）留学生向け宿舎確保は、混住型学生寮の整備を推進するが、当面は宿舎の借上げや宿

舎提供サービスの外部委託などを検討する。 
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別紙 

活動を可能とするための学内体制の整備（今後 1～2 年） 
 
１． 国際連携推進センターに、プロジェクト形成や研究交流促進のために国際経験豊かな

専任教員や事務職員を配置する。また、増大する業務に対応するため、国際連携推進

センターが獲得した資金の中から、必要に応じて機動的に臨時スタッフを雇用して事

務補助に当たらせる。留学生受入での宿舎手配などの定型業務は、可能な限り外部委

託する。 
 

２． 国際担当の専門人材を計画的に育成するため、事務職員の海外交流協定校への派遣等

も含め研修プログラムを充実する。 
 

３． 学術交流やプロジェクトの分野を絞り込み文理融合を進めるため、国際連携推進セン

ターとして外部資金の獲得に努めるとともに、国際化のための戦略経費を増加する。

国際化戦略経費は期限付きとし、あくまでも外部資金獲得の呼び水として使う。事業

は毎年評価を行い、留学生獲得への貢献、外部資金獲得の努力等も評価項目に入れる。 
 
４． キャンパスでの国際交流促進のため、他の地方国立大学並みに増床し、各教員の研究

室の他に留学生交流スペース、留学生カウンセリングルームを確保する。 
 
５． 高知大学海外事務所の整理と機能強化を進める。優秀な留学生の獲得、学術交流や共

同研究の促進、同窓会の組織化と支援、国際協力プロジェクトの形成などの機能をも

たせる。そのために、教員の派遣を伴う海外事務所の設置を検討する。 
 

６． 海外での留学生同窓会組織を育成・強化し、海外へ派遣する本学留学生や教員との親

睦を深め、高知大学の最新情報、最新の研究成果の情報を提供する。同窓会ネットワ

ークを活用して、本学の広報と留学生の募集への協力等を依頼する。 
 

７． 学内各部局の国際連携を促進するために、全学的な国際戦略を明確化して外部公開す

るとともに、部局ごとの国際戦略策定を促進する。国際連携推進センターは全学的な

国際戦略策定の事務局となるとともに各部局の策定を支援する。 
 
８．センターには各部局からの兼務教員を置き、情報共有を促進する。 
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６.資料 

海外協定校（大学間・部局間協定一覧表） 

外国人留学生在籍（国別） 

外部資金獲得状況 

規則関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



NO 相手機関名 国名・地域名 締結 年月日 内　容 中心部局

1980.10.01 学生交流

1980.11.07 学術交流

2 佳木斯大学 中華人民共和国 1985.10.22 学術交流及び学生交流 医学部

3 カリフォルニア州立大学フレズノ校 アメリカ合衆国 1989.04.01 学術交流及び学生交流 国際連携推進センター

4 陜西科技大学 中華人民共和国 1994.07.26 学術交流及び学生交流 理学部

5 揚州大学 中華人民共和国 1997.03.10 学術交流及び学生交流 農学部

6 コンケン大学 タイ王国 1997.03.27 学術交流及び学生交流 農学部

7 南ボヘミア大学 チェコ共和国 1999.06.23 学術交流及び学生交流 教育学部

8 チェコ科学アカデミー昆虫学研究所 チェコ共和国 1999.06.24 学術交流及び学生交流 教育学部

9 カセサート大学 タイ王国 2000.05.01 学術交流及び学生交流 農学部

10 安徽大学 中華人民共和国 2002.05.21 学術交流及び学生交流 教育学部

11 ハノイ科学工業大学 ベトナム社会主義共和国 2002.07.02 学術交流及び学生交流 農学部

12 ハノイ科学大学 ベトナム社会主義共和国 2002.07.02 学術交流及び学生交流 農学部

13 ブラビジャヤ大学 インドネシア共和国 2003.02.28 学術交流及び学生交流 人文学部

14 漢陽大学校 大韓民国 2003.06.26 学術交流及び学生交流 人文学部

15 韓瑞大学校 大韓民国 2003.07.23 学術交流及び学生交流 人文学部

16 国立ポリテク工科大学 応用研究所，サルティジョ校 メキシコ合衆国 2003.09.08 学術交流及び学生交流 理学部

17 サルティジョ工科大学 メキシコ合衆国 2003.09.09 学術交流及び学生交流 理学部

18 チェンデラワシ大学 インドネシア共和国 2004.09.28 学術交流及び学生交流 医学部

19 瀋陽薬科大学 中華人民共和国 2005.05.12 学術交流及び学生交流 農学部

20 フィリピン大学 フィリピン共和国 2005.11.24 学術交流及び学生交流 黒潮圏 

21 ハノイ教育大学 ベトナム社会主義共和国 2006.01.06 学術交流及び学生交流 農学部

22 イェーテボリ大学 スウェーデン王国 2006.02.27 学術交流及び学生交流 教育学部

23 ビコール大学 フィリピン共和国 2006.03.31 学術交流及び学生交流 黒潮圏 

24 河南大学 中華人民共和国 2006.04.10 学術交流及び学生交流 教育学部

25 常州大学 中華人民共和国 2006.12.20 学術交流及び学生交流 理学部

26 天津師範大学 中華人民共和国 2006.12.28 学術交流及び学生交流 教育学部

27 ボゴール農業大学 インドネシア共和国 2007.03.01 学術交流及び学生交流 農学部

28 マレーシアプトラ大学 マレーシア 2007.05.18 学術交流及び学生交流 農学部

29 国立中山大学 台湾 2007.05.14 学術交流及び学生交流 黒潮圏 

30 東海大学 台湾 2007.10.18 学術交流及び学生交流 教育学部

31 スリウィジャヤ大学 インドネシア共和国 2008.03.11 学術交流及び学生交流 農学部

32 金剛大学校 大韓民国 2008.12.09 学術交流及び学生交流 人文学部

33 南京航空航天大学 中華人民共和国 2009.11.12 学術交流及び学生交流 理学部

34 マレーシアサラワク大学 マレーシア 2009.11.16 学術交流及び学生交流 黒潮圏 

35 ハルオレオ大学 インドネシア共和国 2009.12.16 学術交流及び学生交流 農学部

36 中国文化大学 台湾 2010.01.20 学術交流及び学生交流 農学部

37 タンジュンプラ大学 インドネシア共和国 2010.02.01 学術交流及び学生交流 黒潮圏 

38 白石大学校 大韓民国 2010.03.25 学術交流及び学生交流 人文学部

39 上海海洋大学 中華人民共和国 2010.10.15 学術交流及び学生交流 農学部

40 カンボジア工科大学 カンボジア王国 2011.09.09 学術交流及び学生交流 農学部

41 国立嘉義大学 台湾 2012.01.19 学術交流及び学生交流 農学部

42 南マットグロッソ連邦大学 ブラジル共和国 2012.03.13 学術交流及び学生交流 医学部

43 明知大学校 大韓民国 2013.01.03 学術交流及び学生交流 国際連携推進センター

44 チェンマイ大学 タイ王国 2013.02.12 学術交流 農学部

45 サッサリ大学 イタリア 2013.02.21 学術交流及び学生交流 地域協働学部

46 国立慶尚大学校 大韓民国 2013.03.04 学術交流及び学生交流 農学部

47 北京聯合大学 中華人民共和国 2013.03.11 学術交流及び学生交流 教育学部

48 アイルランド王立外科医学院バーレーン医科大学 バーレーン王国 2013.03.21 学術交流 医学部

49 北京外国語大学 中華人民共和国 2013.06.21 学術交流及び学生交流 教育学部

50 東国大学校 大韓民国 2013.07.03 学術交流及び学生交流 教育学部

51 タマサート大学 タイ王国 2013.08.20 学術交流及び学生交流 理学部

52 国立東華大学 台湾 2013.08.27 学術交流及び学生交流 黒潮圏 

53 アラビア湾岸諸国立大学 バーレーン王国 2014.02.13 学術交流 医学部

54 ハンゼ応用科学大学 オランダ 2015.03.09 学術交流及び学生交流 土佐さきがけプログラム

55 タイグエン大学 ベトナム社会主義共和国 2015.03.25 学術交流及び学生交流 農学部

56 東北大学秦皇島分校 中華人民共和国 2015.04.15 学術交流及び学生交流 教育学部

57 ロードアイランド大学 アメリカ合衆国 2015.06.17 学術交流及び学生交流 土佐さきがけプログラム

58 ガーナ大学 ガーナ共和国 2015.09.09 学術交流及び学生交流 農学部

59 ヘッドマーク大学 ノルウェー王国 2015.12.03 学術交流及び学生交流 教育学部

大学間協定一覧表（平成28年3月1日現在）

クイーンズランド大学 オーストラリア連邦 国際連携推進センター1
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NO 大 学 名 国 名 締 結 年 月 日 内 容 担当部局

1 タイ　農林水産省水産庁 タイ王国 2001.11.26 学術交流 農学部

2 首都医科大学口腔医学院 中華人民共和国 2004.10.28 学術交流及び学生交流 医学部

3 インドネシア科学技術省技術評価応用庁 インドネシア共和国 2006.11.28 学術交流 農学部

4 釜山外国語大学校日本語大学 大韓民国 2007.03.08 学術交流及び学生交流 人文学部

5 韓国地質資源研究院石油海洋資源部 大韓民国 2007.08.08 学術交流及び学生交流 海洋コア

6 フィリピン農業省漁業・水産資源局第２地域支所 フィリピン共和国 2007.08.24 学術交流 黒潮圏

7 天津科技大学経済与管理学院 中華人民共和国 2008.04.04 学術交流 人文学部

8 ロモノソプ初等中等高等学校 ベトナム社会主義共和国 2008.12.01 学術交流及び学生交流 教育学部

9 中国科学院地球環境研究所 中華人民共和国 2009.09.29 学術交流及び学生交流 海洋コア

10 パドバ大学理学部
イタリア 2010.01.20 学術交流及び学生交流 理学部

11 ハワイ大学医学部 アメリカ合衆国 2010.02.10 学術交流及び学生交流 医学部

12 モナッシュ大学サステナブルケミカルマニュファクチャリングセンター オーストラリア連邦 2010.08.09 学術交流及び学生交流 理学部

13 スウェーデン王国オィレショー特別学校 スウェーデン王国 2011.02.15 学術交流及び学生交流 教育学部

14 浙江大学生物系統工程及び食品科学学院 中華人民共和国 2011.04.18 学術交流及び学生交流 農学部

15 国立台湾大学医学部 台湾 2011.10.11 学術交流及び学生交流 医学部

16 モンゴル・ロシア共同学校 モンゴル国 2012.06.05 学術交流及び学生交流 教育学部

17 中国地質大学資源学院 中華人民共和国 2012.08.14 学術交流及び学生交流 理学部

18 シェレバングラ農科大学 バングラデシュ 2012.10.08 学術交流及び学生交流 農学部

19 カリヤニ大学 インド 2012.10.10 学術交流及び学生交流 総合研究センター

20 韓国中央大学赤十字看護学部 大韓民国 2014.02.21 学術交流 医学部

21 リア外国語大学 インドネシア共和国 2014.06.30 学術交流及び学生交流 教育学部

22 ユバスキュラ大学教育学部 フィンランド共和国 2015.12.10 学術交流及び学生交流 教育学部

23 パレストラ体育スポーツ大学 チェコ共和国 2016.01.26 学術交流及び学生交流 教育学部

部局間協定一覧表（平成28年3月1日現在）
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高知大学外国人留学生在籍状況

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

インドネシア 1 1 1 2 1 4 7 15 6 10 16

タイ 1 1 1 1 0 2 2

韓国 1 1 2 3 1 1 3 10 4 7 11

中国 1 5 2 1 9 14 9 8 5 2 1 2 32 73 31 51 82

台湾 0 3 2 5 3 2 5

ネパール 1 1 2 1 1 1 1 6 5 2 7

バングラデシュ 1 2 2 2 7 1 1 6 2 8

フィリピン 5 2 7 0 5 2 7

ベトナム 0 3 1 1 5 4 1 5

マレーシア 1 1 2 2 1 3 3 2 5

ミャンマー 0 1 1 2 1 1 2

モンゴル 0 1 3 4 1 3 4

アメリカ 1 1 2 2 2 1 3

アルゼンチン 1 1 0 1 0 1

スウェーデン 0 1 1 1 0 1

ブルガリア 1 1 0 1 0 1

ウクライナ 1 1 0 1 0 1

ロシア 1 1 0 0 1 1

エチオピア 1 1 0 1 0 1

ガーナ 1 1 2 0 1 1 2

ケニア 0 2 2 2 0 2

コンゴ民主共和国 0 1 1 2 1 1 2

総計 0 0 1 1 16 7 6 6 37 21 17 15 8 8 5 13 45 132 80 89 169

人文学部 2 2 4 6 8 3 8 25 11 18 29

教育学部 1 2 3 3 2 4 21 30 8 25 33

理学部 0 8 1 2 11 9 2 11

医学部 0 1 1 2 1 1 2

農学部 1 1 2 4 6 3 4 7

地域協働学部 1 4 5 1 4 5

土佐さきがけプログラム 0 2 3 2 7 4 3 7

総合人間自然科学研究科
人文社会科学専攻

0 1 3 1 5 1 4 5

総合人間自然科学研究科
教育学専攻

0 4 2 1 7 4 3 7

総合人間自然科学研究科
理学専攻

0 4 1 5 4 1 5

総合人間自然科学研究科
医科学専攻

1 1 1 2 1 4 2 3 5

総合人間自然科学研究科
医学専攻

1 1 1 1 2 2 1 3

総合人間自然科学研究科
農学専攻

1 1 1 2 5 5 1 6 12 8 9 17

総合人間自然科学研究科
応用自然科学専攻

1 2 3 1 1 1 3 4

総合人間自然科学研究科
黒潮圏総合科学専攻

6 3 9 4 1 5 10 4 14

愛媛大学大学院
連合農学研究科

8 2 10 3 2 5 11 4 15

総計 0 0 1 1 16 7 6 6 37 21 17 15 8 8 5 13 45 132 80 89 169

研究生等

H27.10.01現在

　　　　　項　目

国名・地域名

国費

小計

私費

小計
計

合計学部 修士 博士 研究生等 学部 修士 博士

ア
ジ
ア

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

ア
フ
リ
カ

学
部
・
大
学
院

南北アメリカ
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年度 機関名 事業名 申請年月 採択件数 採択金額

平成27年5月 農学部　 2 0 －

平成27年5月 医学部 1 0 －

論文博士号取得希望者に対する支援事業
平成28年度

平成27年8月 農学部　 1 0 －

平成27年8月 農学部　 1 0 －

平成27年8月 総合研究センター 1 1

3,876,000
国際航空券
海外旅行保

険

外国人特別研究員（一般）
平成28年度第1回

平成27年8月 農学部　 1 0 －

外国人特別研究員（推薦） 理学部 1 1

8,888,000
往復航空券
海外旅行保

険

平成27年9月 海洋コア 1 1 2,400,000

平成27年9月 農学部　 1 0 －

平成27年9月 医学部 1 0 －

平成27年9月 総合研究センター 1 1 2,500,000

(独)日本学術振興会・公益社団法人 日本工学アカデ
ミー

日豪若手研究者交流促進事業
平成27年度

平成27年4月 理学部 1 0 －

国立研究開発法人 科学技術振興機構
日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）
平成27年度第２回募集

平成27年6月 黒潮圏総合科学専攻 1 1 2,869,790

農学部　 4 1

人文学部 1 0 －

平成28年度後期（第５期）官民協働海外留学支援制度
～トビタテ！留学Ｊａｐａｎ日本代表プログラム～

平成28年3月 審査中

平成27年12月 農学部　 1 審査中

平成27年12月 総合研究センター 1 審査中

平成28年度海外留学支援制度（協定派遣　短期研修・研究型） 平成27年10月 全学 1 1

平成28年度海外留学支援制度（協定受入　短期研修・研究型） 平成27年10月 全学 2 1

平成26年5月 医学部 1 0 －

平成26年5月 農学部　 6 0 －

平成26年5月 理学部 1 0 －

平成26年9月 農学部　 2 0 －

平成26年9月 医学部 2 0 －

平成26年9月 農学部　 1 0 －

平成26年9月 総合研究センター 1 0 －

論文博士号取得希望者に対する支援事業
平成27年度

平成26年8月 医学部 1 0 －

二国間交流事業共同研究・セミナー
平成27年度

平成27年2月 医学部 1 0 －

人文学部 4 0 －

教育学部 1 0 －

理学部 1 0 －

農学部　 1 0 －

平成27年度前期（第２期）官民協働海外留学支援制度
～トビタテ！留学Ｊａｐａｎ日本代表プログラム～

平成26年10月 土佐さきがけプログラム 1 0 －

人文学部 1 1 1,640,000

土佐さきがけプログラム 1 0 －

平成27年度海外留学支援制度（協定派遣　短期研修・研究型） 平成26年10月 全学 2 2 1,390,000

平成27年度海外留学支援制度（協定受入　短期研修・研究型） 平成26年10月 全学 2 0 －

平成26年度海外留学支援制度短期受入れ：短期研修・研究型（追加） 平成26年12月 全学 1 1 560,000

帰国外国人留学生短期研究制度 平成27年2月 農学部　 2 0 －

農学部　 3 1 3,213,069

黒潮圏総合科学専攻 1 1 3,083,469

農学部　 1 0 －

高知大学SUIJI推進室 1 1 3,324,838

日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）
平成27年度第１回募集

平成27年2月 農学部　 2 1 3,719,760

平成26年7月

日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）
平成26年度第１回募集

日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）
平成26年度第２回募集

平成26年度（第１期）官民協働海外留学支援制度
～トビタテ！留学Ｊａｐａｎ日本代表プログラム～

平成26年4月

平成27年度後期（第３期）官民協働海外留学支援制度
～トビタテ！留学Ｊａｐａｎ日本代表プログラム～

平成27年3月

平成26年5月

外国人特別研究員（一般）
平成26年度第２回

外国人特別研究員（一般）
平成27年度第1回

外国人招へい研究者（長期）
平成27年度

(独)日本学術振興会

平成26年度

(独)日本学生支援機構

国立研究開発法人 科学技術振興機構

申請件数

競争的資金　申請採択状況

外国人特別研究員（一般）
平成27年度第２回

外国人招へい研究者（長期）
平成28年

二国間交流事業共同研究・セミナー
平成28年度

(独)日本学術振興会

平成28年度帰国外国人留学生短期研究制度

平成27年度

(独)日本学生支援機構

平成28年度前期（第４期）官民協働海外留学支援制度
～トビタテ！留学Ｊａｐａｎ日本代表プログラム～

平成27年10月
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